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● 問合先　防災危機管理課防災危機管理係（　 ☎ 23-213023-2130)

自
然
災
害
へ
の
備
え

自
然
災
害
へ
の
備
え

　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
。
被
害
を
最
小
限

　
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
。
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
準
備
や
心
構
え
が
必
要

に
抑
え
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の
準
備
や
心
構
え
が
必
要

で
す
。
突
然
起
き
る
災
害
に
慌
て
ず
に
済
む
よ
う
、
備
え
て

で
す
。
突
然
起
き
る
災
害
に
慌
て
ず
に
済
む
よ
う
、
備
え
て

お
く
べ
き
主
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

お
く
べ
き
主
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
雨
ど
い
や
側
溝
を
掃
除
し
て
、

水
の
流
れ
を
良
く
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
壁
や
塀
な
ど
に

破
損
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
い
か

確
認
し
、
不
都
合
が
あ
れ
ば
修
理

や
補
強
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
崩
れ
や
す
い
崖
な
ど
、
家
の
周

り
の
危
険
箇
所
を
調
べ
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

　　
避
難
所
【
表
１
】
や
避
難
経
路
、

家
族
が
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
と
き

の
連
絡
方
法
や
集
合
場
所
な
ど
を

事
前
に
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
雨
の
日
を
利
用
し
て
、

事
前
に
水
の
流
れ
な
ど
を
把
握
し

た
り
、
水
没
し
や
す
い
道
路
や
、

少
し
の
雨
で
も
水
か
さ
が
増
す
川

な
ど
を
確
認
し
た
り
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

家
の
周
囲
の
点
検
と
整
備

避
難
所
な
ど
の
確
認

１

↑関係機関と連携し、現状の確認をするために実施した防災パトロール（山代町楠久津　令和４年５月 19 日撮影）

特 集 1　自らの命は自らが守る　自らの命は自らが守る〜災害に備える〜〜災害に備える〜

防災特集防災特集

　
平
成

　
平
成
2828
年
４
月
の
熊
本
地
震
や

年
４
月
の
熊
本
地
震
や

日
本
各
地
で
多
く
の
人
命
や
家
屋

日
本
各
地
で
多
く
の
人
命
や
家
屋

へ
の
被
害
な
ど
を
も
た
ら
し
た
令

へ
の
被
害
な
ど
を
も
た
ら
し
た
令

和
２
年
７
月
豪
雨
な
ど
、
毎
年
の

和
２
年
７
月
豪
雨
な
ど
、
毎
年
の

よ
う
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
災

よ
う
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生

　
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
発
生

す
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
皆
さ

す
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
の
命
と
暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守

ん
の
命
と
暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守

る
た
め
、
防
災
に
つ
い
て
考
え
る

る
た
め
、
防
災
に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
皆
さ
ん
の

　
今
回
の
特
集
で
は
、
皆
さ
ん
の

命
と
暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守
る
た

命
と
暮
ら
し
を
災
害
か
ら
守
る
た

め
の
大
切
な
情
報
な
ど
紹
介
し
ま

め
の
大
切
な
情
報
な
ど
紹
介
し
ま

す
。
特
集
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

す
。
特
集
を
き
っ
か
け
と
し
て
、

自
然
災
害
・
原
子
力
災
害
へ
の
備

自
然
災
害
・
原
子
力
災
害
へ
の
備

え
や
、
災
害
時
の
情
報
収
集
と
自

え
や
、
災
害
時
の
情
報
収
集
と
自

身
の
行
動
、
被
害
が
発
生
し
た
と

身
の
行
動
、
被
害
が
発
生
し
た
と

き
の
対
応
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ

き
の
対
応
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
う
。
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特 集 1　自らの命は自らが守る〜災害に備える〜

町・地区 指定避難所 指定緊急避難場所

伊万里
伊万里コミュニティセンター ２３−９９８８ 伊万里小学校 ２３−４１２８ 伊万里小学校グラウンド

啓成中学校グラウンド啓成中学校 ２２−３６００

牧　島 牧島コミュニティセンター ２２−５７８３ 啓成中学校 ２２−３６００
牧島小学校グラウンド
啓成中学校グラウンド

大　坪
大坪コミュニティセンター ２３−９８９８ 大坪小学校 ２３−６１４８

大坪小学校グラウンド、国見台公園
伊万里中学校 ２３−４１５８

立　花
立花コミュニティセンター ２０−４５６７ 立花小学校 ２３−２１００

立花小学校グラウンド、国見台公園
同和教育集会所 ２２−７４６２

大川内 大川内コミュニティセンター ２３−２７７４ 大川内小学校 ２３−２５４２ 大川内小学校グラウンド

黒　川 黒川コミュニティセンター ２７−０００１ 青嶺中学校 ２７ー００５３
東黒川運動広場
青嶺中学校グラウンド

波多津
波多津コミュニティセンター ２５−０００１ 波多津小学校

校舎 ２５ー００６４ 波多津小学校駐車場
青嶺中学校グラウンド

青嶺中学校 ２７−００５３

南波多 南波多コミュニティセンター ２４−２００１ 南 波 多ミ ニ ス
ポーツ会館 ２４ー２００１ 旧南波多中学校グラウンド

大　川
大川コミュニティセンター ２９−２００１ 大川小学校 ２９ー２００５ 大川小学校グラウンド

東陵中学校グラウンド東陵中学校 ２６−２０１２ 大川体育館 ２９ー２００１

松　浦
松浦コミュニティセンター ２６−２００１ 松浦小学校 ２６ー２０５０ 松浦小学校グラウンド、東陵中学校グ

ラウンド、松浦運動広場東陵中学校 ２６−２０１２

二　里
二里コミュニティセンター ２３−３０２４ 二里小学校 ２３ー３４６３

国見中学校グラウンド、国見台公園
国見中学校 ２３−５１９５ 国見台体育館 ２３ー２６３２

東山代
東山代コミュニティセンター ２８−０００１ 東山代小学校 ２８ー００２４ 東山代小学校グラウンド、国見中学校グ

ラウンド、旧滝野小中学校グラウンド国見中学校 ２３−５１９５ 夢耕房たきの ２８ー０００１

山　代
山代コミュニティセンター ２８−２００１ 山代東小学校

体育館 ２８ー２００９ 山代西小学校グラウンド、山代中学校
グラウンド、浦ノ崎運動広場、伊万里
湾大橋球技場グラウンド山代西小学校 ２８−３０１５ 山代中学校 ２８ー２０２６

【表１】確認を！　いざという時の 指定避難所・指定緊急避難場所一覧表

　
避
難
す
る
と
き
の
注
意

▽�

大
雨
警
報
発
表
時
な
ど
、
災
害

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

は
、
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
市
職
員
が
待
機
し
て
い

ま
す
。
避
難
す
る
場
合
は
、
ま

ず
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
避
難
所

は
住
ん
で
い
る
地
区
に
限
ら

ず
、
ど
の
避
難
所
に
避
難
し
て

も
構
い
ま
せ
ん
。

▽�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
以
外

の
指
定
避
難
所
は
、
休
日
や
夜

間
な
ど
に
無
人
と
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
防
災
危
機

管
理
課
に
電
話
す
る
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
し
た

う
え
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

指
定
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
い

る
小
・
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

な
ど
は
、
突
発
的
に
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
市

の
災
害
対
策
本
部
か
ら
指
示
が

あ
る
ま
で
の
間
、
一
時
的
に
避

難
す
る
場
所
で
す
。

　
毎
年
、
全
国
の
ど
こ
か
で
豪
雨

や
台
風
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
ひ
と
た
び
災
害
が
発
生
す
る
と
、

電
気
や
ガ
ス
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
使
え
な
く
な
っ
た
り
、
道
路

が
寸
断
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
物
流

が
機
能
し
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
最
低
で
も
３
日
分
、

で
き
れ
ば
１
週
間
分
程
度
の
食
料

や
水
な
ど
を
家
庭
で
備
蓄
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
、
危

険
が
差
し
迫
っ
た
場
合
に
速
や
か

に
避
難
す
る
た
め
、
自
身
に
必
要

な
１
日
分
以
上
の
食
料
や
水
な
ど

を
非
常
持
出
品
と
し
て
リ
ュ
ッ
ク

に
ま
と
め
て
お
き
、
持
ち
出
せ
る

よ
う
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▽
備
蓄
品
の
例

飲
料
水
、
粉
ミ
ル
ク
、
衣
類
、

毛
布
、
マ
ス
ク
、
ア
ル
コ
ー
ル

除
菌
剤
、
体
温
計
な
ど
で
、
食

品
は
、
ふ
だ
ん
食
べ
る
レ
ト
ル

ト
食
品
や
カ
ッ
プ
麺
な
ど
を
多

め
に
買
い
、
消
費
し
た
ら
そ
の

分
を
補
充
す
る
と
い
う
『
ロ
ー

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
法
』
が
あ
り

ま
す
。

▽
非
常
用
持
出
品
の
例

飲
料
水
、
食
料
品
（
カ
ッ
プ
麺
、

缶
詰
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
）、

常
備
薬
、
貴
重
品
、
マ
ス
ク
な
ど

食
料
の
備
蓄
と
非
常
用
持
出
品

↑�令和２年９月台風 10 号のとき
の避難所の様子
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わ
が
ま
ち
・
わ
が
家
の防災

マ
ッ
プ

　
近
年
の
災
害
の
激
甚
化
を
受
け

河
川
や
ダ
ム
下
流
域
に
お
け
る
洪

水
浸
水
想
定
区
域
の
見
直
し
な
ど

が
あ
り
、
危
険
区
域
が
変
更
・
追

加
さ
れ
た
こ
と
か
ら
『
わ
が
ま
ち
・

わ
が
家
の
防
災
マ
ッ
プ
』
を
更
新

し
、
４
月
に
全
世
帯
に
配
布
し
ま

し
た
。

　
防
災
マ
ッ
プ
は
、
１
枚
の
地
図

上
に
土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
河

川
・
津
波
の
浸
水
想
定
区
域
を
表

示
し
て
い
る
ほ
か
、
各
行
政
区
で

設
定
し
た
避
難
所
や
避
難
経
路
、

地
元
が
把
握
し
て
い
る
危
険
箇

所
、
過
去
に
発
生
し
た
浸
水
の
実

績
な
ど
の
情
報
を
表
示
し
た
も
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
実
情
を

反
映
し
て
い
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
、
こ
の
防
災
マ
ッ
プ

を
使
っ
て
、
自
宅
の
周
辺
や
通
勤
・

通
学
経
路
な
ど
に
あ
る
危
険
区

域
、
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難
場
所

な
ど
を
確
認
し
、
災
害
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
防
災
マ
ッ
プ
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

　
い
ま
り
ん
マ
ッ
プ

　
４
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
市
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
地
図
情
報
を
閲
覧

で
き
る
サ
イ
ト
『
い
ま
り
ん
マ
ッ

プ
』
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
い
ま
り
ん
マ
ッ
プ
で
は
、
災
害

の
種
類
ご
と
に
地
図
情
報
が
確
認

で
き
ま
す
。

◆
公
開
情
報

　�

洪
水
浸
水
や
土
砂
災
害
、
高
潮

浸
水
な
ど
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　�
そ
の
ほ
か
公
共
施
設
案
内
図
、

道
路
情
報
、
河
川
情
報
な
ど

◆
閲
覧
方
法

　�

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

▽�

２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
る

▽
『
い
ま
り
ん
マ
ッ
プ
』
で
検
索

▽�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
あ
る
バ
ナ
ー
を
ク

リ
ッ
ク
→

　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
大

雨
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
か
ら

身
を
守
る
た
め
の
防
災
計
画
で

す
。
自
身
と
家
族
が
ど
の
よ
う
な

避
難
行
動
を
と
る
か
を
あ
ら
か
じ

め
ま
と
め
て
お
く
こ
と
で
、
い
ざ

災
害
が
起
き
た
と
き
に
慌
て
ず
に

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
大
雨
警
報
や
土
砂
災
害
警
戒
情

報
と
い
っ
た
『
気
象
情
報
』
や
『
５

段
階
の
警
報
レ
ベ
ル
』、『
わ
が
ま

ち
・
わ
が
家
の
防
災
マ
ッ
プ
』、『
い

ま
り
ん
マ
ッ
プ
』
を
確
認
し
、
家

族
や
地
域
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し

ま
し
ょ
う
。

　　

　
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
様
式

は
、
佐
賀
県
危
機
管
理
防
災
課
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

　
市
は
、
玄
海
原
子
力
発
電
所
の

近
隣
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、市
内
全
域
が
佐
賀
県
か
ら
『
緊

急
時
防
護
措
置
準
備
区
域
（
Ｕ
Ｐ

Ｚ
）』
の
指
定
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
原
子
力
災
害
避
難

計
画
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

　
避
難
先

▽
す
べ
て
の
市
民
は
、
玄
海
原
子

力
発
電
所
か
ら
30
㌔
圏
外
の
市

町
に
避
難
し
ま
す
。

▽
自
治
会
ご
と
に
同
一
の
避
難
所

（
地
域
）
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

　
避
難
方
法

▽
原
則
と
し
て
自
家
用
車
を
利
用

し
て
避
難
し
ま
す
。

▽
自
家
用
車
で
の
避
難
が
で
き
な

い
人
は
、
近
所
の
人
の
車
に
乗

り
合
わ
せ
る
か
、
市
が
指
定
す

る
集
合
場
所
に
集
合
し
、
市
公

用
車
、
県
が
手
配
す
る
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
、
自
衛
隊
の
車
両
な
ど

を
利
用
し
ま
す
。

　
避
難
経
路

▽
主
要
避
難
経
路
（
幹
線
道
路
）
を

通
る
こ
と
を
基
本
と
し
ま
す
。

▽
主
要
避
難
経
路
か
ら
避
難
所（
施

設
）
ま
で
の
間
の
誘
導
は
、
警

察
や
避
難
受
け
入
れ
先
の
市
や

町
の
協
力
を
得
て
行
い
ま
す
。

　
原
子
力
災
害
避
難
計
画
に
基
づ

く
各
町
・
地
区
の
避
難
所
は
、
令

和
４
年
３
月
に
各
家
庭
に
配
布
し

た
『
伊
万
里
市
原
子
力
防
災
の
て

び
き
』
に
記
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

市
民
の
避
難

市
原
子
力
災
害
避
難
計
画
の
概
要

原
子
力
災
害
へ
の備

え

２

Disaster prevention

�

市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で 

 
災
害
の
危
険
性
を
確
認

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成

↑�市ホーム

ページ

↑�２ 次 元
コード

↑�市 ホ ー ム
ページ

↑�県 ホ ー ム

ページ

私と家族
の⾏動

地 域

警戒レベル５

佐賀県版 マイ・タイムライン（風水害編） ~ 災害が起こる前に避難⾏動を予め決めておこう︕~

気象状況の悪化 高齢者等避難 避難指示 緊急安全確保

大雨・洪水注意報 大雨・洪水警報 （大雨特別警報）

氾濫注意情報 氾濫警戒情報 氾濫危険情報 氾濫発生情報

土砂災害警戒情報

自宅や職場付近の
ハザードマップを
きちんとチェック!!

災
害
発
生

災
害
発
生

警戒レベル４警戒レベル２ 警戒レベル３

〇〇市町
ハザードマップ

家族構成 人（一緒に避難 人） ⾃宅の災害リスク

施設の名称 移動時間
避難所 分

緊急避難場所 分

避難
情報
警戒
レベル

情報

　�

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
様
式
の

一
部
↑

42023.6広報伊万里



災
害
時
や
緊
急
時
の
情
報
伝
達
手
段

災
害
時
や
緊
急
時
の
情
報
伝
達
手
段

　
市
は
、
災
害
時
や
緊
急
時
に
皆
さ
ん
に
情
報
を
迅
速
に
伝
え

　
市
は
、
災
害
時
や
緊
急
時
に
皆
さ
ん
に
情
報
を
迅
速
に
伝
え

る
た
め
、
市
内
全
域
で
防
災
行
政
無
線
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

る
た
め
、
市
内
全
域
で
防
災
行
政
無
線
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
伝
達
手
段
で
も
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
の

　
そ
の
ほ
か
の
伝
達
手
段
で
も
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
の

で
、
可
能
な
手
段
を
活
用
し
、
積
極
的
に
情
報
収
集
を
行
う

で
、
可
能
な
手
段
を
活
用
し
、
積
極
的
に
情
報
収
集
を
行
う

こ
と
で
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

こ
と
で
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

特 集 1　自らの命は自らが守る〜災害に備える〜

　
防
災
行
政
無
線
と
は
、
災
害
時

や
緊
急
時
に
、
避
難
指
示
な
ど
の

重
要
な
情
報
を
、
屋
外
拡
声
子
局

（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
や
戸
別
受
信

機
な
ど
か
ら
迅
速
に
知
ら
せ
る
無

線
放
送
施
設
の
こ
と
で
す
。

　
防
災
行
政
無
線
か
ら
は
、
災
害

関
連
情
報
と
行
政
関
連
情
報
が
放

送
さ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
市
民
の

身
体
や
生
命
に
関
わ
る
重
要
な
情

報
を
中
心
に
、
緊
急
性
の
高
い
情

報
を
放
送
し
ま
す
。

　
機
器
の
動
作
確
認
の
た
め
、
時

報
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地
区

に
よ
っ
て
放
送
時
間
が
異
な
り
ま

す
が
、
昼
に
『
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
ー
の
鐘
』、
夕
方
に
『
伊
万
里

讃さ
ん

歌か

』
を
放
送
し
て
い
ま
す
。

３

【表２】防災行政無線のサイレン（警報音）パターン

※１　警戒レベル５は必ず発令する情報ではありません。
※２　�警戒レベル３は、高齢者等以外の人は必要に応じてふだんの行動を控えたり、高齢者は避難の準備をしたり、危

険を感じたら自主的に避難するタイミングです。

警戒
レベル 状　況 住民が取るべき行動 避難情報等

５ 災害発生または
切迫

命の危険
直ちに安全確保!

緊急安全確保
※１

《警戒レベル４までに必ず避難！》

４ 災害のおそれ高い 危険な場所から
全員避難 避難指示

３ 災害のおそれあり 危険な場所から
高齢者等は避難

高齢者等避難
※２

２ 気象状況悪化 自らの避難行動
を確認

大雨・洪水・
高潮注意報

１ 今後気象状況悪化
のおそれ

災害への心構え
を高める 早期注意情報

【警戒レベル５】

緊急安全確保

３秒吹鳴 （サイレン４回）

２秒休止

【警戒レベル４】

避 難 指 示

５秒吹鳴 （サイレン３回）

２秒休止

【警戒レベル３】

高齢者等避難

８秒吹鳴 （サイレン２回）

２秒休止

上 記 以 外 の

緊 急 情 報
10 秒吹鳴 （サイレン１回）

※サイレン（警報音）のあとに、緊急情報を伝えます。

　
屋
外
拡
声
子
局
か
ら
時
報
が
放

送
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い

た
と
き
は
、
防
災
危
機
管
理
課
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、【
表
２
】
の
よ
う
に
緊
急

情
報
ご
と
に
サ
イ
レ
ン
（
警
報
音
）

を
決
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
避
難

に
関
す
る
情
報
は
、
避
難
情
報
の

種
類
に
応
じ
て
パ
タ
ー
ン
を
決
め

て
い
て
、
皆
さ
ん
が
身
を
守
る
行

動
な
ど
を
迅
速
に
判
断
で
き
る
よ

う
に
運
用
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
が
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
と
き
や
再
度
放
送

を
聞
き
た
い
と
き
に
は
、
専
用
の

電
話
番
号
（
23
‐
２
１
６
９
）
に

電
話
を
か
け
る
と
、
放
送
内
容
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１ 

防
災
行
政
無
線

【 警戒レベル・避難情報一覧 】

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
伊
万
里

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
西
海

テ
レ
ビ
）
に
加
入
し
て
い
る
家
庭

は
、
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容

を
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
確
認
で
き

ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
で
、
避
難
指
示

な
ど
緊
急
性
が
高
い
情
報
を
放
送

す
る
場
合
は
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル

を
併
せ
て
配
信
し
ま
す
。

　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、
特
定
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
で
は
な
く
、
区

域
を
特
定
し
て
メ
ー
ル
を
配
信
し

ま
す
。

４
携
帯
電
話
会
社
の
緊
急

     

速
報
メ
ー
ル

３ 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

２ 

電
話
で
の
放
送
内
容
の
確
認

↑�『キキクル』
はこちらから

使おう！気象庁『キキクル』使おう！気象庁『キキクル』

　気象庁の『キキクル』で
は、大雨による土砂災害
や浸水害、洪水害の危険
度を地図で確認できます。
大雨警報や洪水警報が発
表されたときなどに利用
してください。
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す
。
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｙ
お

よ
び
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｙ
ロ

ゴ
、
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
は
、
Ｇ
ｏ

ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｃ
の
商
標
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ
ン

ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

　
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
た
緊

急
情
報
を
、
事
前
に
登
録
し
た
電

話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
同
時
に
配
信

す
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
申
請
の
受
け
付
け
は
、
防
災
危

機
管
理
課
と
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

※
こ
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
市
か

ら
配
信
す
る
緊
急
情
報
を
確
認

す
る
方
法
が
限
ら
れ
て
い
る
次

Disaster prevention

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
手
段
で
配
信
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
ら
の
中
で
可
能
な
手
段
を
活

用
し
、
積
極
的
に
情
報
収
集
を

行
う
こ
と
で
、
身
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　
戸
別
受
信
機
の
貸
与

　�

次
の
人
を
対
象
に
防
災
行
政
無

線
の
戸
別
受
信
機
を
貸
与
し
て

い
ま
す
。
貸
与
を
受
け
る
場
合

に
は
、
市
に
申
請
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
申
請
の
受
け
付
け

は
、
防
災
危
機
管
理
課
で
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

▽
駐
在
員
（
区
長
）

▽
消
防
団
幹
部
団
員

▽
聴
覚
障
が
い
者

　『
防
災
ネ
ッ
ト
あ
ん
あ
ん
』
は
、

佐
賀
県
が
防
災
・
安
全
・
安
心
に

関
す
る
情
報
を
配
信
す
る
シ
ス
テ

ム
で
、
市
の
避
難
や
気
象
、
防
犯

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
配
信
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
『
佐
賀
県
防
災
・
緊

急
マ
ッ
プ
』
が
新
た
に
追
加
さ
れ
、

よ
り
簡
単
に
、
よ
り
見
や
す
く

進
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
メ
ー
ル
配
信
か
ら
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
に
変
っ
て
い
ま
す
。

大
雨
な
ど
の
災
害
へ
の
備
え
る
た

め
、
情
報
を
得
る
手
段
と
し
て
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
の
配

信
開
始
と
同
時
に
こ
れ
ま
で
の

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
は
終
了
し

て
い
ま
す
。

◆
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

　�『
防
災
ネ
ッ
ト
あ
ん
あ
ん
』
で
検

索
す
る
か
、
２
次
元
コ
ー
ド
を

読
み
込
ん
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
く
だ
さ
い
。

※�

Ａ
Ｐ
Ｐ
ｌ
ｅ
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
ｌ
ｅ
の
ロ

ゴ
、
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
は
、
Ａ
Ｐ
Ｐ

ｌ
ｅ 

Ｉ
ｎ
ｃ
．
の
商
標
で
す
。
ｉ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
の
商
標
は
ア
イ
ホ
ン

株
式
会
社
の
ラ
イ
セ
ン
ス
に
も
と

づ
き
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
ｐ

ｐ 

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
は
、
Ａ
Ｐ
Ｐ
ｌ
ｅ 

Ｉ
ｎ
ｃ
．
の
サ
ー
ビ
ス
マ
ー
ク
で

の
人
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

●

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
人
（
障
が

い
等
級
問
わ
ず
）

●

視
覚
障
が
い
の
あ
る
人
（
障
が

い
等
級
問
わ
ず
）

●

携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な
い
人

　
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
の
公

式
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で

も
確
認
で
き
ま
す
。

①
防
災
行
政
無
線
の
放
送
を
よ
く

聞
く

　
近
年
の
住
宅
は
、
気
密
性
が
向

上
し
て
い
る
た
め
、
防
災
行
政

無
線
の
放
送
が
始
ま
っ
た
ら
、

窓
を
開
け
る
な
ど
聞
き
取
り
や

す
い
状
態
で
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　
聞
き
逃
し
た
場
合
は
、
電
話

（
23
‐
２
１
６
９
）
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な

ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
積
極
的
な
情
報
収
集

　
避
難
情
報
な
ど
、
災
害
時
に
は

防
災
行
政
無
線
や
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
、
イ

災
害
時
や
災
害
が
起
こ
り
そ

う
な
と
き
に
は
、
次
の
こ
と

に
心
が
け
て
く
だ
さ
い

７ 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ

６ 

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

     

緊
急 

情
報
配
信

　
音
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
な
い

聴
覚
障
が
い
者
（
身
体
障
が
い

者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
ま
で
に

認
定
さ
れ
た
人
）
に
、
文
字
表

示
機
の
付
い
た
戸
別
受
信
機
を

貸
与
し
ま
す
。

▽
難
聴
地
区
世
帯

　
屋
外
拡
声
子
局
の
放
送
が
届
か

な
い
難
聴
地
区
に
住
ん
で
い
る

世
帯
に
貸
与
し
ま
す
。

※
電
波
の
受
信
状
態
に
よ
っ
て

は
外
部
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
外
部
ア
ン

テ
ナ
の
配
線
工
事
で
は
住
宅

に
穴
を
あ
け
た
り
、
取
付
金
具

を
設
置
し
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

７月９日は７月９日は『市民防災の日』『市民防災の日』

　市は、昭和 42 年７月９日の大水害を教訓

と し、 そ の 記 憶 を 風 化 さ せ な い た め に、 ま

た、地域や家庭などにおいて一人一人に防

災意識を高めてもらうとともに、市と市民

全 体 で 防 災 対 策 を 行 っ て い く た め、 ７ 月

９ 日 を『 市 民 防 災 の 日 』 と 定 め て い ま す。

　市民防災の日にあわせて、市民ロビーで大水

害 の 写 真 や 防 災

グッズなどを展示

します。この機会

に、わが家の防災

対 策 な ど に つ い

て、家族で話し合

いましょう。

▷ iPhone を利用の人 ▷ Android を利用の人

５ 

防
災
ネ
ッ
ト
あ
ん
あ
ん

62023.6広報伊万里



特 集 1　自らの命は自らが守る〜災害に備える〜

　
災
害
か
ら
命
を
守
る
も
っ
と
も

有
効
な
手
段
は
、
早
め
に
避
難
す

る
こ
と
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

は
、
感
染
症
法
上
の
分
類
が
５
類

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
避
難
所
で
は
体
調
の
チ
ェ

ッ
ク
な
ど
に
注
意
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
事
前
に
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

　
ど
ん
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
災

害
時
に
は
命
を
守
る
こ
と
を
最
優

先
に
し
て
、
危
険
な
場
所
に
い
る

人
は
迷
わ
ず
避
難
す
る
こ
と
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
避
難
は
必
ず
し
も
避
難
所
に
行

く
こ
と
で
は
な
く
、
安
全
な
親
戚
・

友
人
の
家
へ
の
避
難
や
、
自
宅
が

土
砂
災
害
、
浸
水
の
恐
れ
が
低
い

場
合
は
、
在
宅
避
難
と
い
う
選
択

が
あ
り
ま
す
。

▽
分
散
避
難

　�

避
難
所
が
過
密
状
態
に
な
る

と
、
感
染
症
の
感
染
リ
ス
ク
が

高
ま
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
可

能
な
場
合
に
は
、
近
隣
の
安
全

な
地
域
に
住
ん
で
い
る
親
戚
や

友
人
の
家
な
ど
、
指
定
避
難
所

以
外
の
場
所
へ
避
難
す
る
こ

と
を
事
前
に
検
討
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

▽
在
宅
避
難

　�

住
ん
で
い
る
地
域
の
危
険
箇
所

を
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

で
事
前
に
確
認
し
て
、
自
宅
で

の
安
全
確
保
が
で
き
る
人
は
、

感
染
を
避
け
る
た
め
、
指
定
避

難
所
を
利
用
せ
ず
、
在
宅
避
難

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

▽
車
中
泊

　�

土
砂
災
害
や
浸
水
の
危
険
性
が

低
い
地
域
な
ど
の
安
全
な
場
所

で
、
一
時
的
に
車
の
中
で
過
ご

す
車
中
泊
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
場
合
は
、
定
期
的
な
運
動

や
換
気
を
行
う
こ
と
な
ど
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

※�

車
で
移
動
す
る
途
中
で
、
浸
水

な
ど
に
遭
遇
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
避
難
先
ま
で
の
経
路

に
、
浸
水
な
ど
の
危
険
性
が
な

い
か
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど

で
事
前
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

▽
体
調
の
チ
ェ
ッ
ク

　�

避
難
所
に
入
る
場
合
は
、
体
温

計
で
検
温
す
る
な
ど
体
調
を
確

認
し
て
、
不
安
が
あ
る
と
き
は

指
定
避
難
所
の
運
営
者
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

※�

体
温
計
や
マ
ス
ク
は
各
家
庭

で
、
避
難
所
に
持
参
で
き
る
よ

う
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽�

手
洗
い
、
咳せ

き

エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど

の
徹
底

　�

指
定
避
難
所
へ
避
難
し
て
き
た

と
き
は
、
断
水
な
ど
の
影
響
が

な
け
れ
ば
、
頻
繁
に
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。
特
に
、
多
く
の
人

が
接
触
す
る
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
に

触
れ
た
と
き
は
、
手
洗
い
や
手

指
を
消
毒
す
る
な
ど
し
て
、
感

染
症
対
策
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　�

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
な
ど
し

て
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

▽�

十
分
な
換
気
と
ス
ペ
ー
ス
の

確
保

　�

避
難
所
で
は
、
避
難
者
同
士
の

間
隔
を
で
き
る
だ
け
２
㍍
（
最

低
で
も
１
㍍
）
空
け
る
な
ど
、

可
能
な
限
り
密
閉
・
密
集
・
密

接
の
３
密
を
避
け
、
定
期
的
な

換
気
を
行
う
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

▽
マ
ス
ク
の
着
用

　�

マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
高
齢
者

な
ど
の
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
人

が
多
く
避
難
す
る
可
能
性
が
あ
る

避
難
所
で
は
、
重
症
化
リ
ス
ク
の

高
い
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

　災害が発生したとき、または発生する恐れがあると感じたときは、早め

に通報しましょう。

災害報告には期限があります

こんなとき（状況） 機関名 電話番号

地すべり、崖崩れ、道路の
破損、河川の増水など
※県道、県河川については、

伊万里土木事務所に報告

伊万里市役所 ２３−２１１１

伊万里土木事
務所 ２３−４１５１

災害が発生したとき、けが
人や病人がでたとき 伊万里消防署 １１９　または

２３−２１１９

水道管の破裂などのとき 市上下水道部 ２３−５４００

停電などのとき
※波多津町を除く

九州電力送配
電株式会社
武雄配電事業所

０８００−７７７−９４１９
（コールセンター）
０１２０−４２６−３０５

（停電情報自動応答ダイヤル）

停電などのとき
※波多津町

九州電力送配
電株式会社
唐津配電事業所

０８００−７７７−９４１６
（コールセンター）
０１２０−４２６−３０５

（停電情報自動応答ダイヤル）

◆災害時における関係機関連絡先

災害の分類 期限の目安

道路・河川の
災害

約１週間以内

農地・農業用
施設の災害

約３週間以内

　大雨などで道路や河川、農地
などが被災したとき、市は国や
県からの補助金を受けて、復旧
工事を行います。
　そのため、市は国や県に迅速に
災害報告を行う必要があります。

◆報告期限の目安

　報告が遅れると、復旧工事が
できなくなる場合があります。
被災箇所に気付いたら、すぐに
区長に報告してください。

もしものときは早めに通報をもしものときは早めに通報を

命
を
守
る
た
め
に
は

『
迷
わ
ず
避
難
』

避
難
の
選
択
肢
を
増
や
す

避
難
所
で
注
意
す
る
こ
と

４
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特 集 2

●● 問合先　　 問合先　　環境政策課▷生活環境係・脱炭素社会推進室（　 ☎ 23-2144）
　　　　　　　　　　　▷リサイクル推進係（ 　☎ 23-2145）

　　毎年６月５日は、国連が『世界環境デー』と定めています。日本では、環境基本法でこの日を『環境の日』
と定め、６月の１か月間を『環境月間』として、全国各地で普及啓発活動が展開されています。
　皆さんもこの機会に、身の回りの環境について、今一度考えてみましょう。

６月は６月は環境月間ですです

　
市
民
一
人
一
人
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
対
す
る
意
識
の
向
上
が
、
ご
み

の
減
量
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
さ

ら
な
る
ご
み
の
減
量
化
に
向
け
リ

サ
イ
ク
ル
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
私
た
ち
は
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
を
消
費
し
な

が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

レ
ジ
袋
は
石
油
か
ら
、
新
聞
紙
や

雑
誌
の
紙
は
主
に
木
材
が
原
料
の

パ
ル
プ
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
限
り
が
あ
る
貴

重
な
資
源
で
、
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
ご
み
を

H30 Ｒ元

単位：t
14,944

R ２ R ３

15,12714,895
14,720

粗大ごみ

燃えない
ごみ

燃える
ごみ

（年度）

【グラフ２】リサイクル率の推移

20.0

10.0

0

単位：％

19.0

　
令
和
４
年
度
の
市
内
の
ご
み

の
総
排
出
量
は
、
年
間
で
１
万

４
４
０
０
㌧
【
グ
ラ
フ
１
】
で
、

令
和
３
年
度
と
比
べ
る
と
約

３
２
０
㌧
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ご
み
の
総
排
出
量
に
対
す
る
資

源
化
量
を
表
す
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

17
・
９
㌫
【
グ
ラ
フ
２
】
で
、
令

和
３
年
度
と
比
べ
て
１
・
３
ポ
イ

ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

出
さ
な
い
こ
と
や
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
も
の
は
正
し
く
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
市
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
サ
ン
デ
ー

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

も
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
サ
ン
デ
ー
は
、
地

区
ご
と
に
毎
月
１
回
決
め
ら
れ
た

日
曜
日
に
、
新
聞
紙
や
雑
誌
、
空

き
缶
、
瓶
な
ど
の
家
庭
か
ら
出
た

資
源
ご
み
を
分
別
回
収
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
を
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　
令
和
４
年
度
は
、
各
行
政
区
や

地
区
子
ど
も
会
な
ど
１
７
４
団
体

が
取
り
組
み
、
１
年
間
で
回
収
し

た
資
源
ご
み
の
量
は
４
９
６
ト
ン

で
し
た
。

　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
だ
け

で
な
く
、
地
区
の
収
入
に
も
つ
な

が
る
リ
サ
イ
ク
ル
サ
ン
デ
ー
を
活

用
し
ま
し
ょ
う
。

●

３
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
『
紙
類
や
缶
類
の
資
源
化
が
で

　
き
る
』

②
『
瓶
の
再
利
用
が
で
き
る
』

③
『
回
収
量
に
応
じ
て
地
区
に
収

　
入
が
入
る
』

●

回
収
日
　

▽
第
１
日
曜
日
　

R ４

14,400

H30 R 元 R ２ R ３ （年度）R ４

19.0 19.4 19.2 17.9

 

市
の
ご
み
の
量
と

　
　
　
　
リ
サ
イ
ク
ル
率

 

ご
み
を
減
ら
そ
う
！

【グラフ１】総排出量の推移

　
南
波
多
町
、
大
川
町
、
松
浦
町

▽
第
２
日
曜
日
　

　
伊
万
里
地
区
、
牧
島
地
区
、
大

　
坪
地
区
、
立
花
地
区

▽
第
３
日
曜
日

　
大
川
内
町
、
黒
川
町
、
波
多
津
町

▽
第
４
日
曜
日

　
二
里
町
、
東
山
代
町
、
山
代
町

※
住
ん
で
い
る
行
政
区
に
よ
っ
て

　
回
収
品
目
・
場
所
・
時
間
が
異

　
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
区

　
長
か
環
境
政
策
課
に
問
い
合
わ

　
せ
て
く
だ
さ
い
。

●

回
収
品
目
は
７
種
類
で
す

①
新
聞
紙
（
新
聞
、
折
込
チ
ラ
シ
）

②
段
ボ
ー
ル

③
雑
誌
類
（
週
刊
誌
、
カ
タ
ロ
グ
、

　
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
空
き
箱
や
包
装

　
紙
な
ど
の
雑
紙
）

④
ア
ル
ミ
缶

⑤
ス
チ
ー
ル
缶

⑥
一
升
瓶
（
茶
色
）

⑦
ビ
ー
ル
瓶

●

注
意
点
　
紙
類
を
縛
る
と
き

は
、
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
や
紙
ひ
も

な
ど
で
十
文
字
に
結
び
、
ガ
ム

テ
ー
プ
は
使
わ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
缶
類
は
水
で
す
す

ぎ
、
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶

は
分
別
し
て
く
だ
さ
い
。

 

リ
サ
イ
ク
ル
サ
ン
デ
ー
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特 集 ２　 ６月は環境月間です　environment month

　日本では、年間約 522 万トン（令和２年度推計値）の食品ロスが発生しています。この食品ロ
スを削減するため、賞味期限や消費期限が短い商品を棚の手前から積極的に選ぶ購買運動『てまえ
どり』活動を推進しています。皆さんもすぐに食べる予定がある場合などには『てまえどり』活
動に努めましょう。

　　　
不
法
投
棄
と
は
、
ご
み
を
適
正

に
処
理
せ
ず
、
道
路
脇
や
山
林
な

ど
に
捨
て
る
行
為
の
こ
と
で
す
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
自
分
の
土
地

に
ご
み
を
捨
て
る
こ
と
も
不
法
投

棄
と
な
り
ま
す
。
不
法
投
棄
さ
れ

た
ご
み
は
、
周
辺
の
景
観
を
損
ね

る
だ
け
で
は
な
く
、
悪
臭
や
周
辺

の
土
壌
汚
染
を
引
き
起
こ
す
な

ど
、
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　
市
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
や
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
で
不

法
投
棄
の
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
不
法
投
棄
を
『
し

な
い
』、『
さ
せ
な
い
』
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
防
止
活
動
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

●

不
法
投
棄
を
防
止
す
る
た
め
に

　
不
法
投
棄
物
は
、
投
棄
者
が
不

　
明
の
場
合
、
投
棄
さ
れ
て
い
る

　
土
地
や
建
物
の
所
有
者
が
処
分

　
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
定

　
期
的
に
草
刈
り
を
し
た
り
、
柵

　
や
フ
ェ
ン
ス
、
警
告
看
板
を
設

　
置
し
た
り
す
る
な
ど
、
日
頃
か

　
ら
意
識
し
て
管
理
す
る
こ
と
が

　
大
切
で
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
を
野
外
焼

却
す
る
こ
と
は
、
左
記
の
例
外
を

除
い
て
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
例
外
で
認
め
ら
れ

て
い
て
も
、
近
所
の
迷
惑
に
な
ら

な
い
範
囲
で
行
う
と
と
も
に
、
火

災
の
原
因
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

き
ち
ん
と
消
火
し
て
く
だ
さ
い
。

●

野
外
焼
却
と
は

　
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
な
ど
の
法
律
で
定
め
ら
れ
た
適

　
正
な
焼
却
炉
を
使
用
せ
ず
に
、

　
外
で
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と
で

　
す
。
ド
ラ
ム
缶
や
小
型
焼
却
炉

　
な
ど
で
の
焼
却
も
野
外
焼
却
に

　
当
た
り
ま
す
。

●

野
外
焼
却
の
例
外

▽
少
量
の
落
ち
葉
や
刈
り
草
な
ど

の
焼
却

▽
宗
教
上
の
行
事
で
の
焼
却
（
し

め
縄
な
ど
）

▽
河
川
管
理
者
が
行
う
管
理
の
た

め
の
草
木
の
焼
却

▽
農
家
が
行
う
稲
わ
ら
や
林
業
者

が
行
う
伐
採
し
た
枝
木
の
焼
却など

　ペットボトルは、リサイクルするために作業員が１本ずつ選別をしています。
　キャップが付いていたり中身が残っていたりすると、作業にとても時間がかかります。ペット
ボトルを出すときは、次の２点を守りましょう。
▷キャップとラベルは必ず外して、燃えるごみに出してください。
▷中は空にして、水ですすいでください。

　◆ ペットボトルの出し方

　瓶類についてもリサイクルするため、作業員が選別をしています。
　正しい分別がされていないとペットボトル同様、作業に時間がかかります。瓶類を出すときは、
次の２点を守りましょう。
▷赤文字のごみ袋には、瓶類のみを入れてください。
▷キャップを外して、中を水ですすいでください。
※一升瓶（茶色）・ビール瓶については、リサイクルサンデーに出すことができます。

　◆ 瓶類の出し方

　ご存じでしたか。実は燃えるごみの約４割は水分です。生ごみを出すときには水切りをして、ご
みの減量に努めましょう。簡単にできる水切り方法を動画で紹介しています。動画は市ホームペー
ジでみることができます。

　◆ 生ごみダイエット作戦

動画はこちらから↑

ス
ト
ッ
プ
！
不
法
投
棄

野
外
焼
却
は
法
律
で
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す

　◆ 『てまえどり』作戦
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　市内３地点で、河川の汚濁の程度を示す BOD（生物化学的酸素要求量）（注１）を測定しました。そのうち、環境基準

が設定されているのは１地点で、令和４年度の測定結果は環境基準を下回りました。また、過去３年間の測定値の推移を

見ても、すべて環境基準を下回る結果となっていて、河川環境は良好な状態を維持しています。

注１　BOD（生物化学的酸素要求量）
　環境基準の指標として河川の水域で採用され、有機汚濁物質を微生物によって分解するときに必要とされる酸素量のこ

とです。ＢＯＤが高くなると、水質が悪化し、魚類などが生息できなくなります。

　
市
内
の
環
境
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
定
期
的
に
騒
音
や
水
質
に
つ
い

て
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
令
和
４
年
度
の
測
定

結
果
を
紹
介
し
ま
す
。

　自動車騒音の状況を把握するため、令和４年度は市内２地点で測定しました。

測定の結果、環境基準値を下回り、良好な状態でした。

測定地点 観測時間帯

騒音の 24 時間平均値
（等価騒音レベル〔Leq〕）

測定値測定値 環境基準

瀬戸町早里
（国道 204 号）

昼　間 69 70

夜　間 62 65

二里町八谷搦
（県道 204 号）

昼　間 65 70

夜　間 57 65

▷測定日　令和５年２月８・９日

▷観測時間帯　昼間は午前６時〜午後 10 時、夜間は午後 10 時〜午前６時

河川名 測定地点
測定値 環境

基準Ｒ２ Ｒ３ R ４R ４

有田川 大
おお

井
い

手
で

井
い

堰
せき

（二里町） 0.8 1.8 2.0 2.0
以下

（単位：mg/ ℓ）

　伊万里湾内の２地点で、海水の汚染の程度を示す COD（化学的酸素要求量）（注３）を測定しました。令和４年度の測

定結果は、七ツ島工業団地北側地点で環境基準を上回りました。また、過去３年間の測定値の中にも環境基準を上回った

ものがありますが、直ちに環境被害につながる数値ではありません。要因の一つとして、測定時の天候や潮汐などによる

影響が考えられます。

注３　ＣＯＤ（化学的酸素要求量）
　環境基準の指標として湖沼および海域で採用され、有機汚濁物質を酸化剤で分解するときに必要となる酸素量のことで

す。ＣＯＤが高くなると、水質が悪化し、魚類などが生息できなくなります。測定地点によって環境基準が異なるのは、

環境基本法に基づく水域類型の指定があるためです。

測定地点
測定値

環境基準
Ｒ２ Ｒ３ R ４R ４

七ツ島工業団地北側（黒川町） 2.0 3.2 2.5 2.0 以下

七ツ島工業団地南側（黒川町） 2.4 3.0 2.8 3.0 以下

【 海水COD (75％値） 】 （単位：mg/ ℓ）

【河川水BOD (75％値）（注２）】

※環境基準は、環境基本法で定められた、達成することが望ましい基準のことです。この基準をわずかに超過しても直ち

に健康被害が生じるような数値ではありません。

注２　75％値
　有機物による水質汚濁を示す指標である

BOD（河川水）やCOD（海水）の年間測定結果が、

環境基準に適合しているかどうかを評価する際

に用いられる統計値のことです。

（単位：dB）

市
の
環
境
状
況

自動車騒音

水　質

■ 河川水

■ 海　水
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特 集 ２　 ６月は環境月間です　environment month

　近年、私たちの日常生活や経済活動に伴って排出される二酸化炭素などの温室効果ガスによって

世界の平均気温が上昇する地球温暖化が進行しています。

　地球温暖化は、豪雨災害や猛暑などの気候変動を引き起こすとされていて、私たちの暮らしや自

然の生態系に影響を与えています。

　このため、温室効果ガスの排出量をできる限り減らし、食物による吸収量との均衡を保つことで

温室効果ガス排出を実質ゼロにする『脱炭素』に向けた取り組みを行うことが必要です。

脱炭素につながるライフスタイルへの転換を

地域やまちの課題を『緑』で解決しませんか。

　伊万里市緑のまちづくり推進交付金

脱炭素につながる快適な暮らしの実現に向けた市民の取り組みと緑豊かで魅力あふれる美しいまちづく

りを推進するため、地域の緑化活動に取り組む団体などに交付金を交付する事業です。

　福祉団体、教育団体、地域活動団体、市民を構成員とする任意団体で公益性を有するものまたは営利を目

的としない公共的団体

　交付申請書に必要書類（経費内訳書、位置図、着手前の写真）を添えて窓口、郵送、メールのいずれかで

提出してください。申請書は環境政策課と各コミュニティセンターに備え付けています。

活動内容活動内容活動内容活動内容

緑のまちづくり推進事業とは緑のまちづくり推進事業とは

支援内容支援内容

募集開始募集開始 募集団体数募集団体数

　地域の緑化に必要な花の種や苗、プランターといった資材などを購入するための費用の全額（最大 10 万

円）を交付して、地域の緑化の取り組みを支援します。

対象団体対象団体

　公共施設、自治公民館、歩道、沿道、空き地、休耕田、耕作放棄地などで、不特定多数の地域住民が支障な

く鑑賞できる用地の緑化に取り組むこと。ただし、土地の所有者または管理人から承諾を得ることが条件です。

応募方法応募方法

６月９日（金） ５団体程度

地球温暖化対策となるグリーンカーテンにみんなで楽しく取り組むことで

脱酸素社会を推進していくため、コンテストを実施します。

伊万里市 グリーンカーテン コンテスト

①家庭部門／戸建て

②家庭部門／集合住宅

③団体・事業者部門

市内で令和５年４月１日以降にアサガオやゴーヤなどの『つる性植物』

を利用したグリーンカーテンに取り組んだ個人および団体

▷ Logo フォームを利用した電子申請

（右の２次元コードから入り、必要事項の入力と写真のアップロード）

▷応募用紙を利用した紙申請（用紙と写真を郵送か持参）

▷ WEB 投票（９月１日から８日まで）による評価

▷審査委員会による評価

８月１日（火）〜 31 日（木）※必着

　緑化活動に
　　最大
　10 万円

応募
期間

応募
部門

応募
対象

応募
方法

審査
方法 ↑ここから応募できます

最優秀賞
（各部門１作品）

5,000 円分
ギフトカード
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みんなの広場

献菓祭と展示販売会、抽選会『お菓子の祭典』

菓子がもたらすパワーを実感した１日

伊万里菓子組合が『お菓子の祭典』と銘打ったＰＲイ

ベントを行いました。まず『お菓子の神様』とされ古

事記や日本書紀にも登場する田
た

道
じ

間
ま

守
もり

をまつってい

る伊萬里神社境内の中嶋神社で献菓祭を行い、組合

加盟各店が代表的な菓子を神前に奉納しました。神

事後には、伊万里市東駅ビルで展示販売会と抽選会

が開催され、展示販売会では県内約 30 の菓子店の菓

子が所狭しと鮮やかに並び、多くの人が参加全店が

誇る自慢の銘菓をうれしそうに買い求めていました。

4.16

↑�販売が開始されるやいなや買い物客が目当てのお菓子を手
にしてレジに押し寄せていました↑�手作りのかぶとをかぶって記念撮影を行った園児たち

竹の古場公園つつじ祭り

約１万本のつつじがお出迎え

玄海国定公園の１つである竹の古場公園で４年振りに

『竹の古場公園つつじ祭り』が開催されました。この日

は風が強く吹く中でしたが、ステージイベントでは琉球

太鼓や伊万里太鼓の演奏、ビンゴゲームなどが会場を盛

り上げたほか『竹の古場市場』として地区の特産品であ

る『いまり滝川内棚田米夢しずく』などの販売が行われ

ました。市外から訪れた親子は「４年振りに開催され

ることを知り来てみました。つつじの観賞や公園から

の景色、ビンゴゲームを楽しみました」と話しました。

↑�迫力のある演奏で会場を盛り上げた琉球太鼓

こいのぼり掲揚式

子どもたちの健やかな成長を願って

５月５日から 11 日までの児童福祉週間に先駆けて『こ

いのぼり掲揚式』が大川内保育園でが行われました。掲

揚式で、深浦弘信市長が「子どもは伊万里の宝。元気

に泳ぐこいのぼりのように、皆さんも元気に育ってく

ださい」とあいさつし、園児たちが元気に返事をしま

した。参加した園児たちは「家でお手伝いを頑張りた

い」、「鉄棒で逆上がりができるように頑張りたい」など

の目標を話してくれました。こいのぼりの掲揚は、児童

福祉週間にあわせて市内の保育園などでも行われました。

4.19

5.5

伊万里・鍋島ギャラリー入館者が５万人到達

伊万里の陶磁器文化を伝え続けて 20 年

平成 15 年４月に、伊万里市西駅ビルの２階にやきもの

専用のステーションミュージアムとして開館した『伊万

里・鍋島ギャラリー』の入館者が、通算５万人に到達し

ました。記念すべき５万人目の来場者となった樋口大
だい

樹
き

さん（長崎県立大学３年）に、記念品としてギャラリー

の所蔵品が掲載された図録などが贈られました。樋口さ

んは「授業の一環でギャラリーを訪れたところ、記念

の入館者になり驚きました。伊万里は駅や街中に焼き

物が飾ってあるなど、伝統を感じます」と話しました。

↑�長谷川晃三郎館長（左）から記念品を受け取る樋口さん

4.21
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４
月
17
日
、
伊
万
里
市
農
業
協

同
組
合
が
、
市
内
小
学
校
の
５
年

生
向
け
に
補
助
教
材
本
を
寄
贈
し

ま
し
た
。
贈
ら
れ
た
も
の
は
、
食

農
教
材
本
『
農
業
と
わ
た
し
た
ち

の
く
ら
し
』
で
、
ふ
だ
ん
口
に
し

て
い
る
米
や
野
菜
、
果
物
な
ど
が

ど
の
よ
う
に
し
て
作
ら
れ
て
い
る

の
か
や
、
農
産
物
が
ど
の
よ
う
に

し
て
消
費
者
に
届
け
ら
れ
て
い
る

の
か
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
食
・
環

境
と
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
る

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
贈
呈
は
、
食
農
教
育
な
ど

の
取
り
組
み
を
実
践
す
る
『
Ｊ
Ａ

バ
ン
ク
食
農
教
育
応
援
事
業
』
の

一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

↑昨年に引き続き今年も寄付をした伊万里
　市農業協同組合田代組合長（右から２人目）

郷

土

の

文

化

財

史
跡
大
川
内
鍋
島
窯
跡
調
査
事
業

〜
日
峯
社
下
窯
跡
の
調
査
成
果
②
〜

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
22
‐
１
２
６
２
）

室
分
程
度
を
使
い
、
そ
れ
以
外

の
焼
成
室
は
一
般
製
品
を
焼
成

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
窯
と
物
原
の
間
に
、
他

の
窯
跡
で
は
見
ら
れ
な
い
広
い

空
間
地
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
り

ま
し
た
。
何
の
た
め
に
使
わ
れ

た
の
か
は
っ
き
り
し
て
い
ま
せ

ん
が
、
こ
の
窯
跡
の
特
殊
性
を

示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
焼
き
物
は
登

の
ぼ
り

窯か
ま

で
焼

し
ょ
う

成せ
い

（
本
焼
き
）
さ
れ
て
製

品
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
段
階

で
は
、
青
色
の
染
付
だ
け
の
製

品
と
な
り
ま
す
。
色
絵
製
品
に

す
る
た
め
に
は
、
こ
の
後
に
色

絵
を
施
し
、
赤
絵
窯
で
再
度
、

焼
成
し
て
完
成
し
ま
す
。

　
登
窯
は
山
の
斜
面
に
製
品
を

焼
く
焼
成
室
が
連
な
っ
て
い
る

構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
各
焼

成
室
の
床
に
製
品
を
並
べ
、
一

番
下
の
燃
焼
室
か
ら
火
を
焚た

き

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
火
力

が
足
り
な
い
の
で
、
さ
ら
に
焼

成
室
ご
と
に
薪
を
加
え
て
焼
成

し
ま
す
。
焼
成
中
に
破
損
し
た

り
、
溶
着
し
た
り
し
た
失
敗
品

は
、
物も

の

原は
ら

に
廃
棄
さ
れ
ま
す
。

　
日に

っ

峯ぽ
う

社し
ゃ

下し
た

窯か
ま

跡あ
と

で
は
初
期
の

鍋
島
焼
を
焼
い
て
い
ま
し
た
が
、

物
原
に
廃
棄
さ
れ
て
い
た
鍋
島

焼
な
ど
か
ら
、
鍋
島
焼
を
焼
成

し
て
い
た
の
は
火
力
の
具
合
が

一
番
良
い
、
窯
中
央
部
分
の
３

　
世
界
共
通
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
で
掲
げ
ら
れ

て
い
る
17
の
目
標
の
一
つ
に
『
５
．
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ

う
』
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
は
、

一
人
一
人
の
人
間
が
性
別
に
関
わ
ら
ず
平
等
に
責
任
や
権
利
や
機
会

を
分
か
ち
合
い
、
あ
ら
ゆ
る
物
事
を
一
緒
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
を
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
の
社
会
で
は
、
個
人
の
希
望
や
能

力
で
は
な
く
、『
性
別
』
に
よ
っ
て
生
き
方
や
働
き
方
の
選
択
肢
・

機
会
が
決
め
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
と
女
性
活
躍
の
推
進
は
、
日
本
だ
け

で
な
く
世
界
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
男
性
も
女

性
も
社
会
的
に
平
等
に
な
る
こ
と
を
世
界
中
で
目
指
し
て
い
ま
す
。

↑盛期の鍋島焼（直径 20.5 ㎝）

〜
無
く
そ
う
思
い
込
み
、
守
ろ
う
個
性

み
ん
な
で
つ
く
る
、
み
ん
な
の
未
来
〜

６
月
23
日
〜
29
日
は
『
男
女
共
同
参
画
週
間
』
で
す

● 

問
合
先
　
企
画
政
策
課
男
女
協
働
推
進
係（
☎
23-

２
１
１
５
）

　
国
は
、
平
成
11
年
６
月
に
施
行

し
た
『
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

法
』
の
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た

め
、
毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま

で
を
『
男
女
共
同
参
画
週
間
』
と

定
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
男
女
共
同
参
画
週
間

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
『
無
く

そ
う
思
い
込
み
、
守
ろ
う
個
性
み

ん
な
で
つ
く
る
、
み
ん
な
の
未

来
。』
で
す
。

　
こ
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

は
『
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
と
女
性
活
躍
の
推
進
に
向
け

た
、
日
本
国
内
、
国
際
社
会
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』
を
テ
ー
マ
に

15
〜
20
歳
の
ユ
ー
ス
世
代
を
対
象

と
し
た
公
募
で
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
市
は
、
６
月
16
日
（
金
）
か
ら

29
日
（
木
）
ま
で
市
民
図
書
館
で

『
男
女
共
同
参
画
週
間
パ
ネ
ル
展

示
』
を
行
い
ま
す
。

小
学
５
年
生
に
食
農
教

育
補
助
教
材
本
を
寄
付

知
っ
て
い
ま
す
か
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

登窯の構造

燃焼室

燃成室

物原
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ほがらか

一い
ち

面め
ん

に  
菜な

の
花は

な

咲さ

き
ゐ
し  

田た

の
畦あ

ぜ

に

　
　
　
　  
耕こ

う

運う

ん

機き

の
き
て  

田た

起お
こ

し
始は

じ

む
香か

川が
わ

　
三み
つ

枝え

伊
万
里
白
露
短
歌
会

青せ
い

螺ら

俳
句
会

田た

中な
か

　
富ふ

美み

枝え

本ほ
ん

棚だ
な

の  

重か
さ

ね
日に

っ

記き

の  

黴か
び

匂に
お

ふ

　
図
書
館
法
が
公
布
さ
れ
た
こ
と

を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ
た
図
書
館

記
念
日
に
合
わ
せ
て
、
４
月
30
日
、

市
民
図
書
館
で
図
書
館
記
念
日
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
自
動
車
図
書
館

ぶ
っ
く
ん
の
展
示
や
野
外
で
の
読

み
聞
か
せ
、
折
り
紙
を
使
っ
た
工

作
が
行
わ
れ
、
青
空
の
下
、
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な

声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、昨
年
末
の『
本
の
お
歳
暮
』

の
イ
ベ
ン
ト
で
Ａ
賞
に
当
選
し
た
、

松
島
町
在
住
の
川
久
保
ま
り
さ
ん

と
圭
悟
さ
ん
、
瑛
太
さ
ん
の
き
ょ

う
だ
い
が
『
１
日
図
書
館
員
』
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。
３
人
は
、
機

械
を
使
っ
た
本
の
貸
し
出
し
や
館

内
放
送
を
体
験
し
た
り
、
の
ぼ
り

が
ま
の
部
屋
な
ど
図
書
館
内
の
施

図
書
館
記
念
日

設
を
見
学
し
た
り
し
ま
し
た
。
ま
り

さ
ん
は
「
図
書
館
員
の
体
験
が
で

き
て
楽
し
か
っ
た
。
書
架
を
移
動

さ
せ
る
た
め
に
ハ
ン
ド
ル
を
操
作

し
た
こ
と
や
館
内
放
送
が
上
手
に

で
き
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
で
話
し
、
１
日
図
書
館
員

を
や
り
と
げ
ま
し
た
。

　
鴻こ

う

上が
み

哲
也
館
長
は
「
今
後
も
、

図
書
館
を
も
っ
と
身
近
に
、
暮
ら

し
の
中
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
図
書
館
記
念
日
の
イ
ベ

ン
ト
に
合
わ
せ
て
、
図
書
館
フ
レ

ン
ズ
い
ま
り
が
開
催
し
た
古
本
市

で
は
、
ふ
だ
ん
出
会
え
な
か
っ
た

本
に
出
会
え
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
期
待
感
を
持
っ
た
来
場
者
が

熱
心
に
本
を
探
し
て
い
ま
し
た
。 ↑�折り紙を使って工作を楽しむ親子

↑�機械を操作して本の貸し出し手続きを
行う川久保さんきょうだい

　百歳の誕生日を迎えられた人に、
長寿を祝って記念の飾り皿を贈呈
しました。

百寿記念品贈呈

長生きの秘
ひ

訣
けつ

は
　長崎県の鷹島で生まれ育ち、小さ
い頃はよく海で泳いでいました。今
は毎日脳トレや体操をしています。

門
かど

出
で

 彌
やよ

生
い

 さん（二里町東八谷搦）
４月 28 日生まれ

長生きの秘訣は
　昨年まで一人暮らしをしていて、80
歳過ぎまでは野菜などを作っていまし
た。今は昔話をすることが楽しみです。

梅﨑 ハルノ さん（大川町駒鳴）
５月８日生まれ

長生きの秘訣は
　何事も明るく前向きに取り組むこ
とです。長年ボランティア活動や書
道、生花を楽しく続けていました。

川副 幸
さち

子
こ

 さん（西円蔵寺）
５月 14 日生まれ
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ほがらか

小野原 保子さん
（80 歳）

〜元気に集う〜〜元気に集う〜
vol. ４vol. ４
ピリアロハピリアロハ（大川内町）（大川内町）

　「年齢を重ねても住み慣れたまちでずっと元気に暮らし続けたい」と思っ「年齢を重ねても住み慣れたまちでずっと元気に暮らし続けたい」と思っ
ている人は多いと思います。市内には、健康体操や趣味の活動など『集いている人は多いと思います。市内には、健康体操や趣味の活動など『集い
の場』で活発に活動しているグループがたくさんあります。の場』で活発に活動しているグループがたくさんあります。
　このコーナーでは、地域で元気に活動する高齢者を紹介します。　このコーナーでは、地域で元気に活動する高齢者を紹介します。

　フラダンスはゆったりとした動作であ
りながらも足腰が強くなるので、私に
ぴったりの運動です。発表会で、きれい
な衣装を着ることも楽しみです。90 歳
まで踊りを続けたいと思っています。

　肩や腰が痛くても休まずに、皆さんと笑
いながら練習しています。体が動く間は、
先輩方を見習って『かわいいおばあちゃん』
になれるように歳を重ねていきたいです。

　フランダンスは年齢を忘れさせてくれ
て、自然と笑顔になれ、体を鍛えることに
もつながります。これからも仲間との会話
や互いを思いやる心を大切にしたいです。

　若い人たちのフラダンスサークルの練習　若い人たちのフラダンスサークルの練習
を見学に行ったことがきっかけとなり、令を見学に行ったことがきっかけとなり、令
和２年から活動を始めました。70 歳以上和２年から活動を始めました。70 歳以上
の仲間が集まり、元気に活動しています。の仲間が集まり、元気に活動しています。
　グループ名の『ピリアロハ』は、ハワイ　グループ名の『ピリアロハ』は、ハワイ
語で愛し合う夫婦という意味です。語で愛し合う夫婦という意味です。
●● 会員数　会員数　８人８人
●● 活動内容活動内容
　�　�月２回、月曜日に練習しています。練習月２回、月曜日に練習しています。練習

の成果は発表会や地域の祭りなどで披露の成果は発表会や地域の祭りなどで披露
しています。今後も健康で楽しくダンスしています。今後も健康で楽しくダンス
を続けていくことが目標です。を続けていくことが目標です。

��●● 活動場所　活動場所　大川内コミュニティセンター大川内コミュニティセンター

山下 好子さん
（88 歳）

岡崎 三枝子さん
（74 歳）

メンバー紹介メンバー紹介

↑�ピリアロハの皆さん

● 問合先　問合先　長寿社会課高齢福祉・介護認定係（長寿社会課高齢福祉・介護認定係（ 　  　 ☎☎ 23-216223-2162））

『働くなら いまりで、決まり！』、『わが家のアルバム』掲載希望者募集中です。情報政策課広報係（☎ 23-4313）

ア ル バ ム

わが家の

松永 凱
かい

さん

＊亮・ゆりかさんの長男

＊富士町

　
毎
日
た
く
さ
ん
笑
わ
せ
て
く

れ
て
、
み
ん
な
を
笑
顔
に
し
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う
♥
苦
手
な

野
菜
も
食
べ
れ

る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
な
♪

こ
れ
か
ら
も
元

気
に
す
く
す
く

と
育
っ
て
ね
☆

(     )２歳
６か月

　
ぼ
く
は
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ

ス
が
大
好
き
♥
い
つ
も
ト
ー
マ

ス
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ん
で
い
る

よ
♪
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
名
前
も

た
く
さ
ん
覚
え
て
い
て
60
く
ら

い
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
絵
を
見

た
だ
け
で
名
前
を
言
え
る
ん
だ

☆
好
き
な
食
べ
物
は
い
ち
ご
♬

いまり 決まり！で、

働くなら

原 圭
よし

孝
たか

 さん

（24歳・吉田）

◇
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

　
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
な
ど
の
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
や
保
守
を
し

て
い
ま
す

◇
仕
事
で
心
が
け
て
い
る
こ
と

　
機
能
の
実
装
漏
れ
な
ど
の
ミ
ス

が
な
い
よ
う
に
、
何
度
も
テ
ス

ト
を
し
て
確
認
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す

◇
目
標
（
仕
事
）
は

　
チ
ー
ム
で
新
し
い
製
品
を
開
発

し
て
い
き
た
い
で
す

◇
自
己
Ｐ
Ｒ

　
優
し
い
と
こ
ろ
で
す

◇
趣
味
・
特
技

　
テ
ニ
ス
と
ゲ
ー
ム
で
す

◇
市
民
へ
一
言

　
伊
万
里
を
よ
り
住
み
や
す
い
街ま
ち

に

す
る
た
め
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！

◆ �株式会社インフォグラム
　伊万里開発センター（立花町）
◆ 令和３年４月入社
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スポーツ

↑受賞を喜ぶ小島会長（左から１人目）と
　武藤副会長（左から２人目）、山下理事（右
　から１人目）

６月の市民スポーツ

３日（土）

● 伊万里市民グラウンド・ゴルフ大会

　午前９時開会

　国見台陸上競技場ほか

４日（日）

● 佐賀県高等学校定時制通信制体育大会

　午前９時 30 分開会　

　　　　　　　　　国見台陸上競技場

● 佐賀マスターズ陸上

　午前９時 30 分開会　

　　　　　　　　　国見台陸上競技場

10 日（土）、11 日（日）、17 日（土）、

18 日（日）

● 市長旗争奪伊万里市少年野球大会

　午前８時開会　国見台野球場ほか

16 日（金）

● 伊万里信金杯争奪グラウンド・ゴル

フ大会

　午前９時開会

国見台陸上競技場ほか

17 日（土）

● 伊西地区小中学生卓球大会

　午前８時 45 分開会　国見台体育館

18 日（日）

● あじさいカップバドミントン選手権

大会

　午前９時開会　国見台体育館

●

期
　
日
　
４
月
８
・
９
・
16
日

●

場
　
所
　
国
見
台
野
球
場

《
大
会
成
績
》

▽
優
　
勝

　
有
田
工
業
高
校
（
３
勝
０
敗
）

▽
２
　
位

　
伊
万
里
実
業
高
校
（
２
勝
１
敗
）

▽
３
　
位

　
敬
徳
高
校
（
１
勝
２
敗
）

▽
４
　
位

　
伊
万
里
高
校
（
０
勝
３
敗
）

※
有
田
工
業
高
校
と
伊
万
里
実
業

高
校
は
、
５
月
26
日
に
開
幕
し

た
第
70
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
佐
賀
県
高

等
学
校
野
球
大
会
に
出
場
し
ま

し
た
。
な
お
、
全
国
高
等
学
校

野
球
選
手
権
大
会
佐
賀
県
大
会

は
、
７
月
８
日
開
幕
予
定
で
す
。

第
46
回
市
長
旗
争
奪
伊
万
里
地
区

高
等
学
校
野
球
春
季
大
会↑２年連続の甲子園出場に向けこの優勝で弾みをつけたい有工高野球部員

●

期
　
日
　
４
月
22
日

●

場
　
所
　
文
化
体
育
館（
有
田
町
）

【
男
子
団
体
】

　
優
勝
　
敬
徳
高
校
　

　
２
位
　
伊
万
里
実
業
高
校

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
優
勝
　
田
尻
　
穂

み
の
る
（
敬
徳
）

　
２
位
　
峯
　
　
唯ゆ

う

人と

（
敬
徳
）

　
３
位
　
浦
川
　
聖ひ

か

琉る

（
敬
徳
）

　
　
　
　
坂
本
　
武た

け

尊る

（
敬
徳
）

【
女
子
団
体
】

　
優
勝
　
敬
徳
高
校
　

　
２
位
　
伊
万
里
高
校

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
優
勝
　
宮
﨑
　
美み

空く

（
敬
徳
）　

　
２
位
　
梅
本
　
ひ
か
り
（
敬
徳
）

　
３
位
　
村
田
　
瑠る

音ん

（
敬
徳
）

　
　
　
　
山
川
　
胡く

る

実み

（
敬
徳
）

市
武
術
太
極
拳
連
盟
に

県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
団
体
賞

●

期
　
日
　
４
月
23
日

●

場
　
所

　
国
見
台
体
育
館

【
女
子
団
体
】

　
優
勝
　
伊
万
里
中
学
校
Ａ

　
２
位
　
伊
万
里
レ
デ
ィ
ー
ス

　
３
位
　
山
代
レ
デ
ィ
ー
ス

【
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
優
勝
　
梶
山
　
陽
菜

　
３
月
30
日
、
令
和
４
年
度
佐
賀

県
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
受
賞
式
が
佐

賀
県
庁
で
行
わ
れ
、
長
年
に
渡
る

功
績
を
認
め
ら
れ
功
労
団
体
賞
を

受
賞
し
た
伊
万
里
市
武
術
太
極
拳

連
盟
に
、
山
口
知
事
か
ら
賞
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　 

（
伊
万
里
中
学
校
）

　
２
位
　
立
石
　
優
女

            

（
伊
万
里
レ
デ
ィ
ー
ス
）

　
３
位
　
松
尾
　
優

               

（
伊
万
里
実
業
高
校
）

　
　
　
　
松
尾
　
悠
里

                  

（
伊
万
里
中
学
校
）

【
男
子
団
体
】

　
優
勝
　
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
出
雲
商
会
Ａ

　
２
位
　
伊
万
里
Ｔ
Ｔ
Ｃ
‐
A

　
３
位
　
さ
わ
や
か
伊
万
里

　
　
　
　
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
出
雲
商
会
B

【
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
】

　
優
勝
　
吉
永
　
健
吾

      

（
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
出
雲
商
会
）

　
２
位
　
浦
川
　
聖
琉

                  

（
伊
万
里
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）

　
３
位
　
田
口
　
勇
輝

      

（
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
出
雲
商
会
）

　
　
　
　
下
平
　
和
宏

      

（
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
出
雲
商
会
）

市
職
域
・
ク
ラ
ブ

卓

球

大

会

第
69
回
佐
賀
県
西
部
地
区

春
季
高
校
卓
球
競
技
大
会
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第
59
回
国
見
台
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

　（
合
田
伊い

織お
り

、
二
宮
蓮れ

ん

、
山
本
哲て

っ

史し
ん

、
田
中
左さ

之の

助す
け

）
48
秒
76

　
４
位
　
国
見
中
学
校

　（
前
濱
心も

と

希き

、
犬
塚
大は

る

翔と

、
久
地

浦
彩い

ろ

晴は

、
武
藤
圭け

い

佑す
け

）
50
秒
70

　
５
位
　
啓
成
中
学
校

　（
力
武
俄が

空く

、
工
藤
宙そ

ら

、
滝
元
蓮れ

ん

、

野
﨑
亮り

ょ

羽う

）
50
秒
82

▽
高
校 

砲
丸
投

　
４
位
　
山
口
　
侠

き
ょ
う

哉や

（
敬
徳
高

校
）
９
ｍ
85

　
５
位
　
大
塚
　
健け

ん

太た

（
敬
徳
高

校
）
９
ｍ
08

▽
高
校 

円
盤
投

　
６
位
　
前
田
　
優ゆ

う

斗と

（
敬
徳
高

校
）
25
ｍ
77

●

期
　
日
　
５
月
３
・
４
日

●

場
　
所

　
国
見
台
陸
上
競
技
場

◆
市
内
の
学
校
・
チ
ー
ム
所
属
選

手
の
上
位
成
績
（
８
位
ま
で
）

【
男
　
子
】

▽
中
学 

１
０
０
㍍

　
４
位
　
力
武
　
俄が

空く

（
啓
成
中

学
校
）
12
秒
70

　
５
位
　
田
中
　
左さ

之の

助す
け

（
伊
万

里
中
学
校
）
12
秒
74

　
６
位
　
滝
元
　
蓮れ

ん
（
啓
成
中
学

校
）
12
秒
76

▽
中
学 

３
０
０
０
㍍

　
１
位
　
黒
川
　
裕ゆ

う

斗と

（
啓
成
中

学
校
）
９
分
00
秒
45
　
大
会
新

記
録

▽
中
学 

走
幅
跳

　
４
位
　
松
永
　
悠ゆ

う

李り

（
山
代
中

学
校
）
４
ｍ
60

▽
中
学 

砲
丸
投

　
２
位
　
藤
森
　
駿

し
ゅ
ん

介す
け

（
青
嶺
中

学
校
）
６
ｍ
91

▽
中
学 

４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー

　
２
位
　
伊
万
里
中
学
校
Ａ

▽
高
校 

ハ
ン
マ
ー
投

　
５
位
　
吉
﨑
　
優ゆ

う

（
伊
万
里
高

校
）
28
ｍ
89

▽
一
般 

・
高
校 

５
０
０
０
㍍
　
　

　
７
位
　
坂
取
　
健け

ん

斗と

（
Ｓ
Ｕ
Ｍ

Ｃ
Ｏ
）
16
分
18
秒
90

▽
一
般 

・
高
校 

１
１
０
㍍
ハ
ー
ド
ル

　
１
位
　
正
木
　
友ゆ

海か
い

（
国
見
台

Ａ
Ｃ
）
15
秒
07

　
５
位
　
須
賀
　
煌こ

う

希き

（
敬
徳
高

校
）
18
秒
26

　
８
位
　
木
寺
　
賢け

ん

一い
ち

郎ろ
う
（
伊
万

里
高
校
）
21
秒
40

▽
一
般 

・
高
校 

走
幅
跳

　
７
位
　
沓く

つ

掛か
け

　
晄こ

う

大だ
い

（
敬
徳
高

校
）
５
ｍ
90

▽
共
通 
８
０
０
㍍

　
２
位
　
大
川
内
　
健け

ん

太た

（
国
見

台
Ａ
Ｃ
）
１
分
59
秒
75

▽
共
通 

１
５
０
０
㍍

　
２
位
　
高
西
　
悠ゆ

う

斗と

（
Ｓ
Ｕ
Ｍ

Ｃ
Ｏ
）
３
分
59
秒
94

　
３
位
　
大
川
内
　
健け

ん

太た

（
国
見

台
Ａ
Ｃ
）
４
分
00
秒
42

▽
共
通 

三
段
跳

　
４
位
　
沓く

つ

掛か
け

　
晄こ

う

大だ
い

（
敬
徳
高

校
）
11
ｍ
97

【
女
　
子
】

▽
中
学 

１
０
０
㍍

　
３
位
　
福
井
　
心こ

遥は
る

（
伊
万
里

中
学
校
）
13
秒
72

　
５
位
　
林
田
　
亜あ

紗さ

美み

（
啓
成

中
学
校
）
13
秒
88

　
６
位
　
中
島
　
瑚こ

こ々

奈な

（
伊
万

里
中
学
校
）
14
秒
03

▽
中
学 

１
５
０
０
㍍

　
３
位
　
山
田
　
希の

ぞ

美み

（
啓
成
中

学
校
）
４
分
51
秒
30

▽
中
学 

走
幅
跳

　
４
位
　
山
浦
　
凪な

ぎ

（
山
代
中
学

校
）
３
ｍ
89

▽
中
学 

砲
丸
投

　
１
位
　
渡
辺
　
美み

心ま
る
（
青
嶺
中

学
校
）
６
ｍ
62

▽
中
学 

４
×
１
０
０
㍍
リ
レ
ー

　
１
位
　
伊
万
里
中
学
校

　（
西
悠ゆ

う

里り

、
福
井
心こ

遥は
る

、
松
永
花か

音の
ん

、
中
島
瑚こ

こ々

奈な

）
55
秒
30

▽
一
般 

・
高
校 

１
０
０
㍍

　
２
位
　
松
村
　
那な

奈な

（
伊
万
里

実
業
高
校
）
12
秒
64

▽
一
般 

・
高
校 

１
５
０
０
㍍

　
４
位
　
山
田
　
歩あ

ゆ

美み

（
伊
万
里

高
校
）
５
分
11
秒
25

▽
一
般 

・
高
校 

円
盤
投

　
１
位
　
馬
場
　
瑞み

ず

稀き

（
伊
万
里

高
校
）
31
ｍ
21

▽
一
般 

・
高
校 

ハ
ン
マ
ー
投

　
１
位
　
藤
野
　
愛あ

ゆ

奈な

（
国
見
台

Ａ
Ｃ
）
42
ｍ
72
　
大
会
新
記
録

　
８
位
　
岩
城
　
優ゆ

来ら

（
敬
徳
高

校
）
17
ｍ
71
　

▽
共
通 

２
０
０
㍍

　
１
位
　
松
村
　
那な

奈な

（
伊
万
里

実
業
高
校
）
25
秒
62

　
６
位
　
黒
木
　
柚ゆ

衣い

（
伊
万
里

実
業
高
校
）
26
秒
52

▽
共
通 

３
０
０
０
㍍

　
２
位
　
松
尾
　
帆ほ

の

花か

（
啓
成
中

学
校
）
10
分
55
秒
66

　
３
位
　
山
田
　
歩あ

ゆ

美み

（
伊
万
里

高
校
）
10
分
56
秒
31

▽
共
通 

４
×
４
０
０
㍍
リ
レ
ー

　
４
位
　
伊
万
里
実
業
高
校

　（
浦
志
光ひ

か

里り

、
石
竹
唯ゆ

い

、
松
村
那な

奈な

、
黒
木
柚ゆ

衣い

）
４
分
５
秒
52

スポーツ
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インフォメーションi

試験区分 予定人数 受験資格

一 般 事 務 Ａ ３人程度 ー

一 般 事 務 Ｂ
（ 障 が い 者 ）

１人程度

次のすべての要件を満たす人
①障がい者手帳などの交付を受けている人
②介助者なしで職務の遂行が可能な人
③活字印刷文による出題および口頭による面接試験に対応が可能な人

社会福祉士Ａ １人程度 社会福祉士の資格を有する人、または令和６年３月 31 日までに資格取得見込みの人

土 木 Ａ １人程度 ー

保 健 師 Ａ １人程度 保健師の資格を有する人、または令和６年３月 31 日までに資格取得見込みの人

試験区分 予定人数 その他の受験資格

一 般 事 務 Ｃ １人程度 民間企業などで、ICT 関連の業務経験が令和５年５月末現在、通算して３年以上

一 般 事 務 Ｄ １人程度 令和５年６月１日現在、公務員の一般行政職の正規職員として勤務

社 会 福 祉 士 Ｂ １人程度
社会福祉士の資格を有する人で、次のいずれかの要件を満たす人
①�民間企業などで、業務経験が令和５年５月末現在、通算して３年以上
②�令和５年６月１日現在、公務員の正規職員（社会福祉士）として勤務

文化財担当職 １人程度

学芸員の資格を有する人で、次のいずれかの要件を満たす人
①�民間企業などで、業務経験が令和５年５月末現在、通算して８年以上あり、文化財に関

する専門的知識を有する
②�令和５年６月１日現在、公務員の正規職員（文化財担当職）として勤務

土 木 Ｂ １人程度
次のいずれかの要件を満たす人
①�民間企業などで、土木関連の職務経験が令和５年５月末現在、通算して３年以上
②�令和５年６月１日現在、公務員の正規職員（土木職員）として勤務

保 健 師 Ｂ １人程度
保健師の資格を有する人で、次のいずれかの要件を満たす人
①�民間企業などで、保健衛生関連の業務経験が令和５年５月末現在、通算して３年以上
②�令和５年６月１日現在、公務員の正規職員（保健師）として勤務

■ 受付期間　６月 1 日（木）〜 20 日（火）

　（土・日曜日、祝日を除く 午前８時 30 分〜午後５時 15 分）

※ 郵送の場合は、６月 20 日の消印のあるものまで有効
■ １次試験
●  試験日　７月９日（日）

※例年より２か月早めて実施します。
●  試験会場　市民センター

※民間企業等経験者試験の一部はテストセンターで受験す

ることができます。

■ 申込書・試験案内
▷６月１日以降に総務課（市役所３階）で配付します。

▷郵送での請求や市ホームページからダウンロードできます。

※郵送で請求する場合は、封筒に『職員採用試験申込書請

求』と朱書きし、140 円切手を貼った宛先明記の返信用

封筒（Ａ４サイズ）を同封してください。

■ 試験内容　詳しくは、市ホームページで確認してください。
右の２次元コードを活用してください。

■ 申込・問合先
　〒 848-8501　伊万里市立花町1355番地１

　伊万里市役所総務課職員係（　☎ 23-2127）

※すべての試験区分で学歴を問いません。また、住所要件もありません。

令和６年４月採用の伊万里市職員を募集します

■ 一般試験

※高校新卒者を対象に含めた試験は 10 月に実施する予定です

■ 民間企業等経験者試験

※年齢制限は、すべての試験区分で昭和 63 年４月２日から平成 17 年４月１日までに生まれた人です。

市ホームページ→
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インフォメーションi

ひとり親の就労支援給付事業の内容が引き続き拡充されています

●問合先  子育て支援課子育て支援係（　 ☎ 23-2310）

　児童を養育しているひとり親家庭の母または父が、専門的な資格取得のため修業する場合に支給する『高等職業

訓練促進給付金』の要件の緩和・拡充については令和５年度も継続して行います。

●対象者　訓練開始日以降、次のすべてに該当するひとり親

▷児童扶養手当の支給を受けているか、同等の所得水準にある人

▷養成機関で６か月以上のカリキュラムを修業し、対象資格の取得などが見込まれる人

●支給内容　訓練期間中、月額 10 万円

▷住民税課税世帯は月額７万 500 円

▷修業終了前の 12 か月は支給額に４万円を加算

●申請方法　まずは問合先に相談してください。

１年以上の訓練など

看護師、保育士などの国家資格

６か月以上の訓練など

見直し前 見直し後

緩 

和

デジタル分野などの民間資格も対象拡 

充

高等職業訓練促進給付金

（令和２年度まで） （令和３〜５年度）

修業期間の要件

対象資格の要件

　
４
月
29
日
付
け
で
、
春
の
叙
勲

が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
の
受

章
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

春
の
叙
勲
受
章

春
の
叙
勲
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

叙
　
勲

叙
　
勲

瑞
宝
双
光
章

瑞
宝
双
光
章

▼▼
川
元
　
和
弘
さ
ん

川
元
　
和
弘
さ
ん（

あ
さ
ひ
が
丘
）

（
あ
さ
ひ
が
丘
）

　
現
　
現  

保
護
司

保
護
司

▼▼
力
武
　
博
典
さ
ん

力
武
　
博
典
さ
ん（

二
里
町
大
里
）

（
二
里
町
大
里
）

　　
元元  

伊
万
里
市
消
防
団
長

伊
万
里
市
消
防
団
長

▼▼
坂
本
　
康
幸
さ
ん

坂
本
　
康
幸
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　  

（
東
山
代
町
里
）

（
東
山
代
町
里
）

　
元
　
元  

公
立
小
学
校
長

公
立
小
学
校
長

　
４
月
10
日
、
伊
万
里
地
区
交
通
安

全
協
会
と
伊
万
里
地
区
安
全
運
転

管
理
者
協
議
会
が
、
交
通
安
全
資

材
や
教
材
を
市
内
小
学
校
の
新
入

学
児
童
全
員
に
寄
付
を
し
ま
し
た
。

　
伊
万
里
地
区
交
通
安
全
協
会
が

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
と
ネ
ー
ム
タ

グ
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
、
伊
万
里
地
区

安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
が
交
通

安
全
啓
発
読
本
『
ま
も
ろ
う
ね
！

６
つ
の
お
や
く
そ
く
』
と
『
こ
う

つ
う
あ
ん
ぜ
ん
あ
い
う
え
お
表
』

を
贈
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
贈
り

物
も
、
交
通
環
境
に
不
慣
れ
な
新

入
学
児
童
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
に
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

新
入
学
児
童
の
交
通
安
全

に
願
い
を
込
め
て
寄
付↑贈った物を手に写真に収まる竹内安全協会長（右

　から３人目）と池永管理者協議会長（左から３人目）
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子宮頸がん予防ワクチン
　（ヒトパピローマウイルス感染症予防ワクチン）接種について

●問合先　健康づくり課保健予防係（　 ☎ 22-3916）

　子宮頸
けい

がんは、子宮の頸部という子宮の出口に近い部分にできるがんです。全国で毎年、約 1.1 万人が子宮頸がんに

かかり、約 2,900 人がこのがんが原因で亡くなっていて、若い年齢層で発症する割合が高くなっています。

　子宮頸がんのほとんどの原因は、ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ）の感染と言われていて、ＨＰＶワクチンはＨＰ

Ｖの感染を防ぐためのものです。市で接種可能なＨＰＶワクチンは３種類あります。これまでは２価と４価の２種類で

したが、４月から感染予防効果が高いとされる９価が定期接種として公費で接種できます。

　接種に当たっては、４月に送付した対象となる個人宛ての通知に同封していた『厚生労働省のリーフレット』などを

確認し、接種の参考にしてください。

◆定期予防接種

●対　象　小学校６年から高校１年生までの女性（平成 19 年４月２日から平成 24 年４月１日までに生まれた人）

●接種回数　３回または２回で、接種するワクチンや年齢によって異なります。

●費　用　無料

◆キャッチアップ（接種機会を逃した人）接種

●対　象　次のすべてに該当する女性

①平成９年４月２日から平成 19 年４月１日までに生まれた人

②ＨＰＶワクチン接種を過去に合計３回受けていないこと

●接種対象期間　令和４年４月から令和７年３月までの３年間

●接種回数　１から３回までで、それぞれが不足している回数分

※これまでに、２価か４価のＨＰＶワクチンを１回または２回接種した人は、原則として同じ種類のワクチンを接種す

　ることが望ましいですが、医師と相談のうえ途中から９価に変更することも可能です。

●費　用　無料

◆キャッチアップ接種の償還払い

　平成９年４月２日から平成 17 年４月１日までに生まれた女性で、すでに自費でＨＰＶワクチン接種をした人には、市

が定める上限額の範囲内で払い戻しをします。詳しくは、市ホームページで確認してください。

◆子宮頸がん検診

　ＨＰＶワクチン接種をした人も 20 歳を過ぎたら、定期的に子宮頸がん検診を受けることが大切です。

◆子宮頸がん予防ワクチン実施医療機関

　事前に予約が必要です。下記以外の市外の医療機関でも接種できます。

　令和５年度　市内予防接種実施医療機関一覧（４月現在）

医療機関名（50 音順） 電話番号 医療機関名（50 音順） 電話番号

井手小児科医院 23-8157 小島病院 27-2121

いとう小児科 20-1611 産婦人科南ヶ丘クリニック 22-1135

伊万里有田共立病院（有田町） 46-2121 鈴山内科小児科医院 22-7366

伊万里整形外科病院 23-2504 古川内科クリニック 21-0730

内山産婦人科医院 23-3241 星のライフクリニック 24-3131

大川野クリニック 20-8060 山口病院 23-5255

小島医院 25-0038 山本こどもクリニック 20-1525

インフォメーションi
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インフォメーションi

●問合先　新型コロナウイルスワクチン接種対策室（　 ☎ 23-412223-4122）

　市は、国の指示のもと、令和５年度も自己負担なし（無料）で新型コロナウイルスワクチンの接種を実施しています。

５月８日以降の接種については次のとおりです。『○』の付いている枠の期間内に接種することができます。

新型コロナウイルスワクチン接種について

区　分 【春開始接種】
５月８日〜８月

【秋開始接種】
９月以降

追加接種

12 歳以上

65 歳以上

○
○

64 歳以下

基礎疾患がある人
（※注１）

医療従事者など
（※注２）

上記以外 ×

５〜 11 歳

基礎疾患がある人（※注１） ○ ○

基礎疾患がない人で５月７日までにオミ
クロン株対応ワクチンを未接種の人 ○ ○

上記以外 × ○

初回接種

12 歳以上（１・２回目接種） ○

５〜 11 歳（１・２回目接種） ○

生後６か月〜４歳（１〜３回目） ○

【春開始接種の接種券の発行申請が必要な人】

　未使用の３〜５回目の接種券を持っていない人で、次に該当する人は申請を受け付けてから接種券を送りますので『接

種券発行申請書』を市に提出してください。未使用の接種券を紛失した人には再発行をします。『接種券発行申請書』は、

市や各コミュニティセンターに備え付けているほか、市ホームページからダウンロードできます。医療従事者などや施設

に入所している人は、勤務先や入所先がまとめて接種券発行申請をする場合がありますので、各自で確認をお願いします。

▷基礎疾患がある人で、４回目接種時に接種券の発行申請をしていない人

▷医療従事者など

■ 接種対象者・接種期間など

※
（
注
１
）
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
と
は
、
基
礎
疾
患
を
有

　
す
る
人
そ
の
ほ
か
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
医
師
が

　
認
め
る
人
の
こ
と
で
す
。

※
（
注
２
）
医
療
従
事
者
な
ど
と
は
、
医
療
従
事
者
な

　
ど
お
よ
び
高
齢
者
施
設
な
ど
の
従
事
者
の
こ
と
で
す
。

伊万里市東駅ビル１階にフリースペース『Yottoko』( よっとこ ) を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６月１日にオープンします

●問合先　企業誘致・商工振興課就活・移住支援係（　 ☎ 23-2172）

　伊万里市東駅ビル１階テナントを駅利用者のフリースペースとして整備を行い、高校生やビジネス客向けに無料

で開放します。

　なお、市民団体や業界団体などが行う公益性の高いイベントや、チャレンジスペースとしても貸し出します。

その場合には利用料が必要です。利用料金や空き状況については、駅ビルインフォメーションセンターに問い合わ

せてください（☎ 23-2172）。

●場　所　　新天町 554 番地５

●利用時間　午前９時から午後８時 30 分まで

●施設内容　25 人収容（机、椅子付き）、無料 Wi-Fi、充電コンセントなど

皆さん奮って活用してください皆さん奮って活用してください
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インフォメーションi インフォメーションi

▷納期の変更
【市・県民税（普通徴収）のみ】
　６・８・10・１月（年４回）

国民健康保険税の納期は６月〜令和６

年３月でこれまでと変更はありません。

● 問合先
▷市・県民税、国民健康保険税について　　税務課市民税係　　 （ 　☎ 23-2148）

▷口座振替、納税相談について　　　　　　収納管理課　　　    （ 　☎ 23-2152）

▷市・県民税　令和５年１月１日に伊万里市に住民登録があった人に課税されます。市・県民税の納付方法が普通徴
　　　　　　　  収（納付書または口座振替での納付）の人と公的年金からの特別徴収（天引き）の人が対象です。

▷国民健康保険税　伊万里市の国民健康保険に加入している世帯の世帯主に課税されます。国民健康保険税の納付方
　　　　　　　　　  法が普通徴収（納付書または口座振替での納付）の人が対象です。

■■ 納期や納税通知書の様式などが変わります 納期や納税通知書の様式などが変わります

■■ 国民健康保険税制度が改正されています 国民健康保険税制度が改正されています

課税限度額が変わりました。課税限度額は所得割額・均等割額・平等割額の合計金額で判断します。

課税限度額（後期支援分）

改正前 合計金額が 20 万円を超えた場合は 20 万円

改正後 合計金額が 22 万円を超えた場合は 22 万円

６月 12 日（月）に令和５年度 市・県民税と国民健康保険税の納税通知書を発送します

■■ 新しく口座 新しく口座振替を利用する人とすでに口座振替を利用している人にお知らせします振替を利用する人とすでに口座振替を利用している人にお知らせします

　新規の口座振替申し込みは、収納管理課と金融機関で随時できます。すでに口座振替を利用している人で、口座振替の

方法を『一括振替から期別振替』もしくは『期別振替から一括振替』に変更、または振替を廃止する場合は、６月15 日（木）６月15 日（木）
までに収納管理課に連絡してください。納税通知書が届いてからでは、間に合わないことがあります。

※医療保険分や介護保険分についての改正はありません。

■■ 発送対象者 発送対象者

▷期別納付額の変更
【市・県民税（普通徴収）のみ）】

● １期あたりの納付額

● 千円未満の端数調整額

　年税額が変わるものではありません。

▷納税通知書など様式の変更
【市・県民税と国民健康保険税】
◎納税通知書　冊子形式で納付書

　と同じ用紙サイズ

◎納付書　税目ごとの専用納付書

判定所得基準額（５割軽減の対象）

改正前
合計所得金額が「43 万円＋（28 万 5 千円×被保険者数）＋ 10 万円×（年金・給与所得数−１）」

以下の世帯

改正後
合計所得金額が「43 万円＋（29 万円×被保険者数）＋ 10 万円×（年金・給与所得数−１）」以下

の世帯

判定所得基準額（２割軽減の対象）

改正前
合計所得金額が「43 万円＋（52 万円×被保険者数）＋ 10 万円×（年金・給与所得数−１）」以下

の世帯

改正後
合計所得金額が「43 万円＋（53 万 5 千円×被保険者数）＋ 10 万円×（年金・給与所得数−１）」

以下の世帯

　６月 12 日（月）に市・県民税と国民健康保険税の納税通知書を発送します。今年度から税目ごとに納税通知書を発送しま

す。郵送の事情などで手元に届くまでに７日間ほどかかる場合があります。詳しくは、同封している『課税と納税のお知らせ』

と『単税化お知らせチラシ』で確認してください。なお、固定資産税の納税通知書は５月 10 日に発送をしています。

※７割軽減判定基準についての改正はありません。

国民健康保険税の軽減（５割・２割）の判定所得基準が変わりました。
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こ
ん
に
ち
は
～
、
相あ

い

木き

ギ
タ
ウ
菜な

月つ
き

で
す
！

　
山
深
い
川
内
野
で
、
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な

ご
は
ん
を
み
ん
な
で
囲
も
う
と
い
う
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
『
川
内
野
で
世
界
一
周
Ｇ
Ｏ
Ｈ

Ａ
Ｎ
旅
』。
小
さ
い
な
が
ら
も
コ
ツ
コ
ツ
と
毎

月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
も
っ
と
こ
の
輪
を
広
げ
た
い
！

Ｇ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ
会
に
来
る
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、

気
楽
に
寄
っ
て
休
憩
で
き
る
よ
う
な
場
に
し

た
い
！
と
思
い
、
初
め
て
屋
外
開
催
を
し
て

み
ま
し
た
。

　
先
日
、
地
域
の
人
と
作
製
し
た
無
人
販
売

所
に
ご
は
ん
を
乗
せ
た
ら
雰
囲
気
ば
っ
ち

り
！
あ
い
に
く
の
雨
に
は
な
り
ま
し
た
が
、

初
め
て
来
て
く
れ
た
人
も
い
て
、
少
し
な
じ

み
や
す
い
会
に
近
づ
い
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
試
し
な

が
ら
、
川
内
野
に
『
楽
し
い
』
が
増
え
る
よ

う
に
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑥

↑市長から感謝状を贈られ笑顔を
みせる川原代表取締役（中央）

　
大
正
12
年
創
業
の
川
原
建
設
株

式
会
社
（
二
里
町
）
の
川
原
丈

じ
ょ
う

司じ

代
表
取
締
役
が
５
月
10
日
、
市
に

３
０
０
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
川
原
建
設
株
式
会
社
が

今
年
の
１
月
１
日
に
創
業
１
０
０

周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な

ど
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い
と
の

思
い
か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
川
原
建
設
株
式
会
社
は
、
こ
れ

ま
で
建
設
業
を
通
じ
て
市
内
産
業

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
、
ま
た
、

伊
万
里
に
支
え
ら
れ
伊
万
里
を
支
え
１
０
０
年

　
　
　
　
川
原
建
設
株
式
会
社
が
感
謝
を
込
め
て
寄
付

市
民
セ
ン
タ
ー
や
市
民
図
書
館
、
学

校
な
ど
公
共
施
設
の
整
備
に
も
に

携
わ
る
な
ど
長
年
に
渡
り
ま
ち
づ

く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

↑「毎年、寄付に来ることが張り合い
になっている」と話す松尾さん（右）

　
肉
用
牛
の
牧
場
な
ど
を
経
営
す

る
松
尾
勝か

つ

馬ま

さ
ん
（
黒
川
町
福
田
）

が
５
月
15
日
、
市
に
１
０
０
０
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
松
尾
さ
ん

は
、
伊
万
里
牛
の
生
産
振
興
や
地

産
地
消
の
推
進
な
ど
に
活
用
し
て

ほ
し
い
と
、
平
成
30
年
か
ら
毎
年

１
０
０
０
万
円
ず
つ
寄
付
し
て
い

て
、
今
回
が
６
回
目
で
し
た
。

　
深
浦
弘
信
市
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
た
松
尾
さ
ん
は
60
年

近
い
キ
ャ
リ
ア
を
振
り
返
り
な

が
ら
「
若
い
後
継
者
が
育
っ
て

す
べ
て
は
伊
万
里
の
た
め
農
業
の
た
め
に
と
の
思
い
か
ら

　
　
松
尾
勝
馬
さ
ん
が
通
算
で
６
０
０
０
万
円
を
寄
付

ほ
し
い
」
と
農
業
の
発
展
へ
の
深

い
思
い
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

↑ GOHAN 会の様子

↑インドのおやつ『サモ
サ』を作っている様子

▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

ご
寄
付

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
３
月
１
日
〜
４
月
30
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼

鉛
筆
削
り
器
　
22
個
　
　
　

　
伊
万
里
商
工
会
議
所
女
性
会

▼

反
射
材
付
き
傘
　
５
４
７
本

▼

食
育
啓
発
下
敷
き
　
５
１
０
枚

▼

食
農
教
材
本
『
農
業
と
わ
た
し

た
ち
の
く
ら
し
』
５
１
０
冊

　
伊
万
里
市
農
業
協
同
組
合

（
立
花
町
）

▼

キ
ッ
ズ
カ
ー
ト
　
２
台

▼

ベ
ル
ト
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
　

　
　
　
　
　
　
　
　     

２
台

▼

マ
ド
コ
ン
（
折
り
畳
み
ブ
ッ

ク
コ
ン
テ
ナ
）　
４
個

　
ベ
ル
っ
子

▼

１
０
０
万
円
　
　
　
　
　  

　

　
堤
　
春
夫
（
西
円
蔵
寺
）  

　
　

▼

交
通
安
全
啓
発
読
本
『
ま
も
ろ

う
ね
！
６
つ
の
お
や
く
そ
く
』

５
３
０
冊

▼
こ
う
つ
う
あ
ん
ぜ
ん
あ
い
う

え
お
表
　
５
３
０
枚
　
　
　

　
伊
万
里
地
区
安
全
運
転
管
理

者
協
議
会

▼

ネ
ー
ム
タ
グ
ホ
イ
ッ
ス
ル

５
３
０
個

▼

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

５
３
０
個

　
伊
万
里
地
区
交
通
安
全
協
会
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インフォメーションi

　夏が近づくにつれて暑さが日に日に増してくると、『ふらふらする・手足がつる・筋肉の痛みを感じる・頭痛・体

のだるさ・吐き気がする』といった症状を感じたことはありませんか。

　その症状、実は『熱中症』かもしれません。熱中症は放っておくと急に意識を無くして倒れるなど最悪の場合は

命を失います。

熱中症予防について

▷外に出るときは、涼しい服装で日傘や帽子などを活用する

▷暑い日や暑い時間帯の外出を避ける

▷スポーツドリンクや経口補水液など、体の水分に近い組成の電解質（イオン）飲料で水分補給をする

▷エアコンを有効活用する

　夏は海や川、湖などで水の事故が起こりやすい時期です。夏場の水遊びは、人気のレジャーである反面、多くの

危険を伴います。水の事故について危険性を知り、十分な対策をしたうえで楽しい夏を過ごしましょう。

水の事故を防ぐための注意点

▷危険な場所を確認し、近づかない

　『危険』、『遊泳禁止』などの掲示・標識のある場所には立ち

　入らない

▷大雨・強風のときは水辺に近づかない

　海が荒れているときは、海水浴は中止する。また、雨が多く

降ったときに、川や水路、田んぼの様子を見に行かない

▷健康状態が悪いときやお酒を飲んだときは、絶対に泳がない

　体調が悪かったり、お酒を飲んだりしてから泳ぐと、溺れる

　危険性が高いので絶対に泳がない

▷ライフジャケットを着用する

　釣りをするときやボートに乗るときは、体に合ったライフ

　ジャケットを正しく着用する

暑さが増してくるにつれて増加する暑さが増してくるにつれて増加する『熱中症』『熱中症』

夏が近づくにつれて増加する夏が近づくにつれて増加する『水の事故』『水の事故』

夏に多発する事故から尊い命を守ろう
●問合先  伊万里消防署消防２課救急係（ 　☎ 23 ‐ 2118）

※水難の死亡・行方不明者の場所別割合

【資料提供】警視庁『令和３年における水難の概況』

オオキンケイギクは『特定外来生物』です

　オオキンケイギクは５月から７月ごろにかけて鮮やかな黄色い花をつけ、道端や河原などでよく見かけま
す。しかし、きれいな花だからといって、自宅の庭や花壇には絶対に植えないでください。
　オオキンケイギクは、日本の生態系に重大な影響を及ぼすおそれがある植物として、外来生物法による『特
定外来生物』に指定され、栽培、運搬、販売、野外に放つことなどが禁止されています。
　オオキンケイギクが庭などに生えているのを見か
けたら駆除しましょう。しかし、オオキンケイギクは
生きたまま移動させる、保管するなどの行為が禁止
されています。処理をする際には、根から引き抜い
たものを２、３日天日にさらして枯死させるなどし
たあとで、燃えるごみとして処分してください。場
所によっては、除草剤による駆除も効果的です。繁
殖が広がらないようにするためには、種子をつける
前に駆除することが望まれます。
●●問合先　環境政策課生活環境係
　　　　　　　　　　　　　（　 ☎ 23 ‐ 2144）

オオキンケイギクオオキンケイギク
提供：九州地方環境事務所提供：九州地方環境事務所

海
49％

河川
34％

湖沼地 7％

用水路
9％

プール 1％
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インフォメーションi

　スポーツやサークル活動を通して健康増進や仲間づくり、生
きがいづくりを行っている、伊万里市老人クラブ連合会が、活
力ある会というイメージや親しみやすさなど、会のイメージアッ
プを図り、気軽に新会員が加入できるような雰囲気づくりを目
指すため、会の愛称を募集し決定しました。
　愛称は、応募件数 108 点の中から選考され、大久保老人クラ
ブの山口竹美さんが応募した『いきいき夢クラブ』に決まりま
した。愛称は、今後の会の活動で積極的に活用されます。

■山口竹美さんのコメント　
　人生100年時代と言われる中、
夢を持って元気に、明るく楽し
く過ごしたいと誰もが思ってい
るはずです。特に夢を持つこと
は、若い人に限らず年齢を重ね
ても、いきいき生活するために
はとても大切なことなので『夢』
というワードを取り入れた愛称
を考えました。

◆ 会員を募集しています ◆

　伊万里市老人クラブ連合会は下記の活動をしていて、一緒に
活動する会員を随時募集しています。
◆健康づくり　�グラウンド・ゴルフ、ウォーキング、ニュースポー

ツなど
◆文化活動　　カラオケ交流会、創作作品展、芸能交流会
◆友愛活動　　ひとり暮らし高齢者宅訪問（話し相手・安否確認）
◆奉仕活動　　交通安全マスコット人形贈呈
◆学習会　　　防火、交通安全、介護予防など

福祉緊急通報システムを貸与する対象者拡充

●問合先　長寿社会課高齢福祉・介護認定係（　 ☎ 23-2162）
　市は、ひとり暮らしの高齢者や高齢者のみ世帯の人が自宅で
体調不良になったりけがをしたりするなど、緊急の事態に陥っ
たときに簡単に通報ができる『緊急通報機器』を貸与しています。
通報を受けて、ガードマンが駆け付けたり親族に連絡をしたり
します。
　あらかじめ持病やかかりつけの病院などを登録し、緊急搬送
のときには、速やかに救急隊員に引き継ぐことができます。年
間４回の安否確認や利用者の健康相談もできます。ぜひ利用し
てください。

◆対象になる人
　�前年分所得税が非課税世帯の市民であることが条件で、次の

いずれかに該当する人
▷�おおむね 65 歳以上のひとり暮らし高齢者で、慢性疾患があ

るなど日常生活で注意が必要な人
▷ �18 歳以上のひとり暮らしで、身体障がい者手帳１級または

２級の外出が難しい人

【今年度から拡充しています】
▷�おおむね 65 歳以上の高齢者のみ世帯で、全員に慢性疾患が

あるなど日常生活で注意が必要な世帯

市老連の愛称は『いきいき夢クラブ』

●問合先　長寿社会課高齢福祉・介護認定係（　 ☎ 23-2162）

↑愛称が書かれた額を掲げる
　山口さん（中央）と役員

有田町・伊万里市・武雄市の
イベントをお届け！

日時／6月18日（日）、7月16日（日） 10:00～12:00
場所／竹古場キルンの森公園飛龍窯工房　
内容／手びねりやろくろを体験して作品を作り、
　　　秋に開催する登り窯イベントで焼成します。
　　　子どもや初心者でも参加できます。興味のあ
　　    る方はぜひご参加ください！　※有料です

登り窯で焼く作品を作ってみませんか？

竹古場キルンの森公園
飛龍窯工房
☎0954-27-3383

日時／7月1日（土） 10:00～12:00
会場／有田町生涯学習センター 南館1館 講習室
内容／さまざまな事情で実親と生活できないお
　　　子さんを、家庭的な環境で育ててくださる
　　　里親家庭を募集しています。里親に関心が
　　　ある方、子どもが好きな方のご参加をお待
　　　ちしています。

子どもの里親 個別相談会

佐賀県里親支援こねくと
☎0952-65-1165

伊万里の夏の風物詩  大川内山  風鈴まつり
期間／6月17日（土）～8月31日（木）
場所／大川内山
内容／約1,000個の風鈴が新緑の山々に囲まれた
　　　大川内山で涼しげな音色を奏でます。展示
　　   販売される風鈴は、一つ一つ音がちがうな
　　   ど個性豊かです。あなたのお気に入りの一品
　　   を探してみませんか。

伊万里鍋島焼協同組合
☎0955-23-7293

▲ホームページ

詳しくは

詳しくは

▲ホームページ

詳しくは

▲ホームページ
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暮らしのチャンネル

火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

お

知

ら

せ

募

集

子育てに関する悩みや相談を受けています。
一人で悩まず気軽に相談してください。
①つくしんぼランド（要申込）

就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌

や簡単な製作などを行います。

▷日　時　６月 21 日（水）

　　　　　午前 10 時 30 分〜正午

▷場　所　市民センターリハーサル室

②お誕生会（要申込）
　６月生まれの乳幼児とその保護者

▷日　時　６月 28 日（水）

　　　　午前 10 時 30 分〜 11 時 30 分

▷場　所　子育て支援センターぽっぽ

◆申込・問合先　子育て支援センターぽっぽ

（　 ☎ 23‐5197）

子育て支援センターに
遊びにきませんか お

知
ら
せ

①�

建
設
工
事
、
測
量
お
よ
び
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
委

託
、
維
持
管
理
等
業
務
委
託

②�

物
品
関
係
（
物
品
の
購
入
、
修

繕
、
製
造
、
賃
貸
借
な
ど
）

●

資
格
有
効
期
間

①
建
設
工
事
、業
務
委
託（
18
か
月
）

　
10
月
１
日
（
日
）
〜

令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
）

②
物
品
関
係
（
６
か
月
）

　
10
月
１
日
（
日
）
〜

令
和
６
年
３
月
31
日
（
日
）

●

受
付
期
間
　

　�

６
月
１
日
（
木
）
〜
30
日
（
金
）

必
着

●

提
出
書
類

　�

業
種
に
よ
っ
て
提
出
書
類
が
異

な
る
た
め
、
詳
し
く
は
要
領
を

確
認
し
て
か
ら
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
要
領
は
、
契
約
監
理
課

や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。

●

提
出
方
法
　
原
則
郵
送

●

郵
送
・
問
合
先

　�

〒
８
４
８
‐

８
５
０
１
　
伊
万

里
市
立
花
町
１
３
５
５
番
地
１

　
契
約
監
理
課
契
約
監
理
係

（
　
☎
23
‐
２
１
７
６
）

◆�

認
定
の
請
求

　�

こ
れ
ま
で
所
得
が
児
童
手
当
の

所
得
上
限
限
度
額
を
上
回
っ
て

●

日
　
時
　
７
月
１
日
（
土
）

　
午
前
10
時
開
式

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

※�

駐
車
場
が
不
足
し
ま
す
の
で
、
車

で
来
場
す
る
場
合
は
で
き
る
だ
け

乗
り
合
わ
せ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（
　
☎
23
‐
２
１
２
０
）

　
駐
在
員
の
業
務
を
円
滑
に
行
う

た
め
に
各
区
の
駐
在
員
に
、
そ
の

区
に
住
所
が
あ
る
世
帯
の
世
帯

主
、
世
帯
員
氏
名
、
住
所
、
生
年

月
日
、
性
別
を
記
載
し
た
世
帯
台

帳
を
配
付
し
ま
す
。
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
は
、
十
分
に
注
意
す

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

●

問
合
先

　
総
務
課
行
政
係

（
☎
23
‐
２
１
２
３
）

　
市
の
入
札
（
見
積
も
り
）
に
参

加
す
る
た
め
に
は
、『
指
名
を
受
け

る
資
格
を
有
す
る
業
者
』
と
し
て

の
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
た
だ

し
、
こ
の
登
録
は
参
加
指
名
を
約

束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●

対
象
業
種

い
た
た
め
児
童
手
当
を
受
給
で

き
な
か
っ
た
人
が
、
令
和
５
年

度
の
所
得
が
所
得
上
限
限
度
額

を
下
回
っ
た
場
合
、
再
度
申
請

す
る
こ
と
で
、
受
給
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
場

合
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
現
況
届
の
提
出

　�

現
況
届
の
提
出
は
原
則
不
要
で

す
。
提
出
が
必
要
な
人
に
は
案

内
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
期
日

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

公
務
員
は
勤
務
先
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
共
通
事
項

●

受
付
方
法

▽
郵
送

▽�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
）

▽
窓
口

●

受
付
期
間

　�

６
月
５
日
（
月
）
〜
30
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※�

郵
送
の
場
合
は
６
月
30
日
必
着

●

窓
口
で
の
受
付
時
間

　
午
前
８
時
30
分
〜午

後
５
時
15
分

※�

火
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

●

手
続
き
に
必
要
な
も
の

　�

受
給
者
（
保
護
者
）
の
健
康
保

険
証
の
写
し
な
ど
で
す
。
詳
し

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

郵
送
・
問
合
先

　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
　
☎
23
‐
２
３
１
０
）

　
い
じ
め
や
暴
行
、
差
別
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
の
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
な
ど
の
人
権

問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

●

日
時
・
場
所
・
担
当

▽
６
月
28
日
（
水
）

　
黒
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
人
権
擁
護
委
員梶

原
　
敏
雄
さ
ん

福
地
　
佳
野
さ
ん

▽
７
月
５
日
（
水
）

　
山
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
人
権
擁
護
委
員髙

木
　
和
之
さ
ん

山
口
　
敏
郎
さ
ん

※�

時
間
は
午
前
10
時
〜
正
午

●�

問
合
先
　
佐
賀
地
方
法
務
局
伊

万
里
支
局
（
☎
23
‐
２
４
９
２
）

有
資
格
業
者
登
録
申
請

（
指
名
願
）
の
追
加
受
付

駐

在

員

へ

の

世
帯
台
帳
の
配
付

伊
万
里
市
戦
没
者
追
悼
式

児

童

手

当

無
料
特
設
人
権
相
談 ↑�市 ホ ー ム

ページ
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暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

お

知

ら

せ

募

集

水道週間　６月１日（木）〜７日（水）◆ 第 65 回スローガン ◆　『水道水　安心・安全　これからも』

◆
耐
震
診
断
派
遣
事
業

　�

佐
賀
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
登

録
建
築
士
が
行
う
、
住
宅
の
耐
震

診
断
費
用
を
全
額
補
助
し
ま
す
。

●�

申
請
期
間
　
６
月
１
日
（
木
）
〜

12
月
28
日
（
木
）

※�

予
算
が
な
く
な
り
次
第
申
請
の

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

●

補
助
対
象

　�

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
ま
た
は
工
事
に
着
手
し
た
、

所
有
者
自
ら
が
居
住
す
る
市
内

の
木
造
１
戸
建
て
住
宅

●

補
助
内
容

▽
現
況
図
面
が
あ
る
場
合
　
７
万
円

▽
現
況
図
面
が
な
い
場
合
　
10
万
円

※�

事
務
手
数
料
の
５
千
円
は
、
自

己
負
担
で
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

◆
耐
震
改
修
費
補
助

　�

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
が

不
足
し
て
い
た
場
合
に
改
修
費

用
を
補
助
し
ま
す
。

●�

申
請
期
間
　
６
月
１
日
（
木
）
〜

10
月
31
日
（
火
）

※�

予
算
が
な
く
な
り
次
第
申
請
の

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

●

補
助
対
象

　
耐
震
補
強
設
計
を
行
っ
た
住
宅

●

補
助
内
容

　
耐
震
改
修
費
用
の
５
分
の
４

（
上
限
１
０
０
万
円
）

◆
ブ
ロ
ッ
ク
塀
除
却

●�

申
請
期
間
　
６
月
１
日
（
木
）
〜

10
月
31
日
（
火
）

※�

予
算
が
な
く
な
り
次
第
申
請
の

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

●

補
助
対
象

　�
住
宅
か
ら
避
難
所
な
ど
へ
通
じ

る
道
路
に
面
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

で
私
道
は
除
き
ま
す
。

●�

補
助
内
容

　�

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
費
用
の
３

分
の
２
以
内
（
上
限
は
１
㍍
当

た
り
１
万
円
で
最
大
20
万
円
）

●

問
合
先
　

　
都
市
政
策
課
住
宅
・
空
家
対
策
係

（
　
☎
23
‐
２
４
６
４
）

　
市
の
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登

録
さ
れ
た
物
件
を
見
学
す
る
場
合

に
建
築
士
を
派
遣
し
ま
す
。
住
宅

性
能
や
リ
フ
ォ
ー
ム
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
工
事
費
用
に
関
し
て

は
、
答
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●

利
用
料
　
無
料

住
宅
の
耐
震
診
断
・

改
修
な
ど
を
補
助

●

申
込
方
法
　
電
話

※�

事
前
に
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク

で
見
学
す
る
物
件
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●�

問
合
先

　
都
市
政
策
課
住
宅
・
空
家
対
策
係

（
　
☎
23
‐
２
４
６
４
）

●

日
　
時
　
６
月
25
日
（
日
）

午
後
２
時
開
演

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●�

演
奏
曲
目
　
瀧
廉
太
郎
に
よ
る

混
声
合
唱
曲
集
『
組
歌
四
季
』

ほ
か

●

ゲ
ス
ト
出
演

�

▽�

久
保
田
　
文
香
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）

▽�

石
川
　
敦
子
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

●�

入
場
料
　
５
０
０
円
（
高
校
生

　
以
下
は
無
料
）

●�
問
合
先
　
伊
万
里
合
唱
団
・
濵
口

　（
☎
０
９
０
‐
１
３
４
６
‐
９
７
８
９
）

●

日
　
時
　
６
月
11
日
（
日
）

午
後
２
時
開
演

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

演
奏
曲
目
　�

春
の
海
な
ど

●

特
別
出
演

▽�

大お
お

河こ
う

内ち

　
淳
矢
さ
ん
（
尺
八
）

▽�

本
間
　
貴
士
さ
ん
（
箏
）

▽
金
森
　
大だ

い

さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

●�

入
場
料
　
一
般
　
１
５
０
０
円
、

中
高
生
５
０
０
円
（
小
学
生
以
下

は
無
料
）

●�

問
合
先
　
Ｔ
．
Ｓ
．
Ｓ
．（
日
本

伝
統
音
楽
を
守
る
会
）・
古
川

（
☎
22
‐
７
３
６
０
）

◆
施
設
見
学
会

●�

日
　
時
　
６
月
21
日
（
水
）、
７

月
21
日
（
金
）
午
後
１
時
〜
３
時

◆
訓
練
体
験
会

●

日
　
時
　
７
月
26
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
４
時
30
分

◆
共
通
事
項

●�

場
　
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

佐
世
保
（
佐
世
保
市
）

●�

携
行
品
　
筆
記
用
具
、
持
っ
て

い
れ
ば
キ
ャ
ッ
プ
（
帽
子
）

※�

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
世
保

（
☎
０
９
５
６
‐
58
‐
３
１
１
８
）

●

日
　
時

①
６
月
13
日
（
火
）・
27
日
（
火
）

午
前
９
時
〜
正
午

②�
６
月
14
日
（
水
）
午
後
１
時
〜

４
時

③
６
月
20
日
（
火
）
午
後
１
時
〜

４
時

●

場
　
所

①
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
佐
賀
（
佐
賀
市
）

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
武
雄
（
武
雄
市
）

③
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
唐
津
（
唐
津
市
）

●�

内
　
容
　
就
業
場
所
と
し
て
の
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用

●

対
　
象

▽�

60
歳
以
上
で
、
新
た
な
就
業
を

希
望
す
る
人
や
退
職
予
定
の
人

▽�

退
職
者
の
就
職
先
を
探
す
企
業

の
担
当
者

●

受
講
料
　
無
料

●

問
合
先
　
公
益
社
団
法
人
佐
賀
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
９
５
２
‐
20
‐
２
０
１
１
）

空

き

家

見

学

に

建

築

士

を

派

遣

伊

万

里

合

唱

団

定

期

演

奏

会

　広報伊万里５月号 25 ページで紹介した使用済小型充電式

電池のマークの名称に誤りがありました。

　お詫
わ

びして訂正します。

（訂正箇所）　左から

【正】　ニッケル水素電池、リチウムイオン電池、ニカド電池

【誤】　ニカド電池、ニッケル水素電池、リチウムイオン電池

お詫びと訂正

あ
じ
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト

職
業
訓
練
の
施
設

見
学
・
訓
練
体
験
会

企

業
・

シ

ニ

ア

求

職

者

説

明

会

↑�市 ホ ー ム
ページ
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雨 ど い
塗 替 え
張 替 え
御用聞き
自然災害

広告

暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

お

知

ら

せ

募

集

広報伊万里への企業広告のお申し込みは、山口印刷株式会社までお願いします（☎ 22-5188）

お
知
ら
せ

●

内
　
容

①�

看
護
職
一
般
再
就
業
支
援
研
修

会
（
講
義
と
演
習
）

②�

再
就
業
支
援
技
術
セ
ミ
ナ
ー

『
採
血
・
注
射
』

※�

①
は
無
料
の
託
児
所
が
利
用
で

き
ま
す
。

●

参
加
料
　
無
料

●�

問
合
先
　
佐
賀
県
看
護
協
会

ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
５
２
‐
51
‐
３
５
１
１
）

　
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
実
施
計

画
に
基
づ
い
た
行
政
改
革
の
取
組

状
況
に
助
言
す
る
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

●

応
募
資
格
　
20
歳
以
上
の
市
民

●

任
　
期
　
２
年

●�

職
務
内
容

　�

第
７
次
行
政
改
革
大
綱
実
施
計

画
の
進
捗
状
況
の
把
握
や
助
言

な
ど

●

会
議
開
催
　
年
１
回

●

募
集
人
数
　
２
人

※�

書
類
選
考
後
に
結
果
を
通
知
し

ま
す
。

●

応
募
方
法

　
応
募
用
紙
を
直
接
持
参

※�

応
募
用
紙
は
、
市
役
所
と
各
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
市
民

セ
ン
タ
ー
、
市
民
図
書
館
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

●

募
集
期
間

　
６
月
１
日
（
木
）
〜
22
日
（
木
）

●

応
募
・
問
合
先

　
企
画
政
策
課
企
画
２
係

（
　
☎
23
‐
２
１
２
４
）

●�

期
　
間
（
全
８
講
座
）　

　�

７
月
〜
令
和
６
年
２
月

●�

場
　
所
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●

内
　
容

▽
市
内
現
地
研
修

▽
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験

▽
芸
術
関
連
講
座
な
ど

※�

講
座
内
容
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

●�

対
象
者
　
市
内
在
住
の
成
人

●

受
講
料
　
１
０
０
０
円

※�

現
地
研
修
は
別
途
負
担
金
が
あ

り
ま
す
。

●

募
集
人
数
　
50
人
（
先
着
順
）

●

募
集
期
間

　
６
月
12
日
（
月
）
〜
21
日
（
水
）

●�

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
（
　
☎
22
‐
１
２
６
２
）

●

開
催
日
　
７
月
２
日
（
日
）

　
午
前
８
時
30
分
開
会

●

場
　
所
　
国
見
台
体
育
館

●

参
加
資
格
　
中
学
生
以
上
の
市
民

●�

種
　
目
　
一
般
（
混
合
）
の
部
、
女

性
の
部
、
シ
ニ
ア
（
混
合
）
の
部

●�

チ
ー
ム
編
成
　

　
１
チ
ー
ム
４
〜
８
人

●

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
１
０
０
０
円

●�

応
募
方
法
　
ス
ポ
ー
ツ
課
と
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
備

え
付
け
て
い
る
申
込
用
紙
に
記

入
し
、
参
加
料
を
添
え
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
限
　
６
月
19
日
（
月
）

●

応
募
・
問
合
先

▽
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▽
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

（
　
☎
23
‐
３
１
８
７
）

　
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
の

出
題
範
囲
に
関
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

勉
強
会
を
行
い
ま
す
。

●�

講
　
師

　�

章
し
ょ
う

　
潔け

つ

（
文
化
庁
地
域
日
本
語

教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

●�

日
　
時
　
７
月
３
日
〜
12
月
11

日
の
毎
週
月
曜
日
（
例
外
あ
り
）

※�

時
間
は
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●

配
信
方
法

　
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
Ｉ
Ｄ:

６
７
３
４
４
５
０
６
３
７

　
パ
ス
コ
ー
ド:

１
２
３
４
５

●

受
講
料
　
無
料

●

応
募
・
問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
多
文
化
共
生
係

（
　
☎
22
‐
７
０
４
６
）

●�

講
　
師
　
章

し
ょ
う

　
潔け

つ

（
市
多
文
化

共
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

●

場
　
所
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

●

日
　
時

◆�

昼
間
コ
ー
ス
　
７
月
４
日
〜
12
月

12
日
の
毎
週
火
曜
日（
例
外
あ
り
）

※�

時
間
は
午
後
２
時
〜
３
時

◆�

夜
間
コ
ー
ス
　
７
月
５
日
〜
12
月

13
日
の
毎
週
水
曜
日（
例
外
あ
り
）

※�

時
間
は
午
後
７
時
〜
８
時

●

受
講
料
　
１
回
当
た
り
３
０
０
円

●

募
集
期
限
　
６
月
30
日
（
金
）

●�

応
募
・
問
合
先
　
ま
ち
づ
く
り

課
内
・
伊
万
里
市
国
際
交
流
協
会

（
☎
22
‐
７
０
４
６
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　zh
an
g-jie@

city.im
ari.lg.jp

看
護
職
の
た
め
の

復

職

研

修

会

行
政
改
革
推
進
員

募
　
　
集

さ
わ
や
か
講
座
受
講
生

市
民
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
参
加
者

中
国
語
教
室
受
講
生

日

本

語

指

導

者

養
成
講
座
受
講
者

↑ホームページ
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シルバー人材センター
シルバー人材センター
シルバー人材センター
シルバー人材センター

 会員
募集中！とも

に働きませんか？とも
に働きませんか？

会員になるには
原則として60歳以上で、伊万里市内に
居住し、健康で働く意欲のある方
申し込むには
６月12日及び７月10日に、午前９時

30分から入会説明会を行っていますので、
説明を受けていただき入会申込書の提出に
なります。
（その際、年会費が必要になります）

（公社）伊万里市シルバー人材センター
【お問合せ】
☎0955（23）3471

★年会費 ……… 2,000円
★保険料一部負担
 …… 600円
★互助会費 ……… 700円

広告広告

暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

募

集

お

知

ら

せ

● 日　時　７月 22 日（土）午後６時〜８時
※集合場所などの詳しい内容は、後日参加者のみ
　に案内します。
● 対　象
　市内在住・在勤、または結婚を機に伊万里市

に住む意思がある 30 歳〜 39 歳の独身の人
● 参加料　1,500 円（ドリンク代など）
● 募集人数　男・女各６人
※応募多数の場合は抽選
● 応募方法　メールまたは電話
● 募集期限　７月 13 日（木）
● 応募・問合先　まちづくり課内
　市婚活応援推進協議会（　 ☎ 23 ‐ 2950）
※メールアドレス　deai@city.imari.saga.jp

♥♥ ♥♥婚活イベント婚活イベント

Let's enjoyLet's enjoy
フィットネス婚活フィットネス婚活

●

日
　
時
　
６
月
21
日
（
水
）

午
前
11
時
〜
午
後
１
時
30
分

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●�

内
　
容

　�

い
ち
ご
の
栽
培
・
加
工
販
売

を
行
う
香
月
涼
子
さ
ん
に
よ

る
事
例
発
表
や
意
見
交
換
会

●�

対
象
者

　�

伊
万
里
市
ま
た
は
有
田
町
在
住

の
女
性
農
業
者

●�

参
加
料
　
５
０
０
円
（
昼
食
代
）

●

募
集
期
限
　
６
月
14
日
（
水
）

●

募
集
人
数
　
50
人
程
度

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●�

応
募
・
問
合
先

　�

伊
万
里
農
林
事
務
所
西
松
浦
農

業
振
興
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
‐
５
１
２
８
）

●�

日
　
時

　�

７
月
25
日
（
火
）、
27
日
（
木
）、

８
月
１
日
（
火
）、（
全
３
回
）

※�

時
間
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
30
分
ま
で
で
す
。

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●�

対
象
者

　�

市
内
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の

親
（
祖
父
母
も
可
）

●�

募
集
定
員

伊
万
里
・
有
田
地
区

農
業
女
子
交
流
会
参
加
者

　�

先
着
順
で
10
組
（
１
組
当
た
り

２
人
ま
で
）

●�

内
　
容

　�

ろ
く
ろ
成
形
や
下
絵
付
け
、
上

絵
付
け

●

講
　
師

　
伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
工
芸
士

●�

受
講
料

　�

１
組
６
０
０
０
円
（
材
料
費
を

含
む
）

●

募
集
期
間
　
６
月
12
日
（
月
）
〜

　
７
月
７
日
（
金
）

●

問
合
先
　
市
民
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
22
‐
３
９
１
１
）

●�

日
　
時

　�

８
月
３
日
（
木
）、
７
日
（
月
）、

８
日
（
火
）（
全
３
回
）

※�

時
間
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
午

後
８
時
30
分
ま
で
で
す
。

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●�

対
象
者

　�

市
内
在
住
の
小
中
学
生
と
そ
の

親
（
祖
父
母
も
可
）

●�

募
集
定
員

　�

先
着
順
で
12
組
（
１
組
当
た
り

３
人
ま
で
）

●

講
　
師
　

　
伊
万
里
市
と
有
田
町
の
菓
子
屋

●�

受
講
料

　�

１
組
４
５
０
０
円
（
材
料
費
を

含
む
）

●

募
集
期
間
　
６
月
12
日
（
月
）
〜

　
７
月
７
日
（
金
）

●

問
合
先
　
市
民
セ
ン
タ
ー

（
　
☎
22
‐
３
９
１
１
）

●

日
　
時
　
６
月
24
日
（
土
）

午
前
９
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
伊
万
里
消
防
署

●

対
　
象
　
16
歳
以
上
の
女
性

●

募
集
人
数
　
10
人
程
度（
先
着
順
）

※�

家
族
や
学
校
関
係
者
な
ど
の
同

行
が
可
能
で
す
。

●�

内
　
容
　

　�

施
設
や
救
急
隊
訓
練
の
見
学
、

消
防
業
務
体
験
な
ど

●

持
参
す
る
も
の

　�

運
動
靴
や
着
替
え
、
本
人
確
認

が
で
き
る
学
生
証
な
ど

※�

動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

●

募
集
期
限
　
６
月
16
日
（
金
）

●

応
募
方
法
　
電
話
か
メ
ー
ル

　�

氏
名
・
年
齢
・
学
校
名
・
連
絡

先
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

受
付
時
間
は
平
日
の
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●

応
募
・
問
合
先

　
伊
万
里
・
有
田
消
防
本
部
総
務
課

（
☎
23
‐
２
１
１
６
）

※
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　�so
u
m
u
@
im
a
ri-a
rita1

1
9
.

saga.jp

親
子
お
菓
子
づ
く
り

教

室

受

講

者

親
子
焼
き
物
づ
く
り

教

室

受

講

者

女
子
学
生
向
け
消
防

職
場
体
験
参
加
者
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広告広告

暮らしのチャンネル

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

お

知

ら

せ

募

集

試

験

以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー

●

参
加
料
　
１
５
０
０
円

※
別
途
プ
レ
ー
代
が
必
要
で
す
。

●

募
集
期
限
　
６
月
23
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　�

有
限
会
社
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー

ツ
内
　
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

（
☎
22
‐
５
１
２
３
）

●

募
集
訓
練
科

①�
医
療
事
務
・
調
剤
薬
局
事
務
養

成
科

②
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
養
成
科

③
Ｉ
Ｔ
オ
フ
ィ
ス
中
高
年
活
用
科

④�

介
護
職
員
初
任
者
研
修
・
ケ
ア

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科

⑤
会
計
事
務
実
践
科

●�

募
集
人
数
　
①
22
人
、
②
〜
⑤

各
20
人

●

訓
練
期
間

①
８
月
１
日
（
火
）
〜

10
月
27
日
（
金
）

②
８
月
１
日
（
火
）
〜

12
月
26
日
（
火
）

③
８
月
１
日
（
火
）
〜

12
月
28
日
（
木
）

④
８
月
３
日
（
木
）
〜

10
月
30
日
（
月
）

⑤
８
月
３
日
（
木
）
〜

12
月
27
日
（
水
）

●

場
　
所

①
、
④
株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館

●

募
集
テ
ー
マ

　『
私
の
海
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
夢
』

●

対
　
象

　�

小
・
中
学
生
、
義
務
教
育
学
校

の
児
童
・
生
徒

●

募
集
期
限
　
６
月
15
日
（
木
）

●

応
募
方
法
　
郵
送

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

応
募
・
問
合
先

　�

〒
８
４
９
‐
４
２
５
６
　
伊
万
里

市
山
代
町
久
原
字
平
尾
１
‐

48

　�

佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究

所
伊
万
里
サ
テ
ラ
イ
ト

（
☎
20
‐
２
１
９
０
）

●

開
催
日
　
７
月
２
日
（
日
）

●�

場
　
所
　
佐
賀
ク
ラ
シ
ッ
ク
ゴ

ル
フ
倶
楽
部
（
多
久
市
）

●�

競
技
部
門
　
男
子
一
般
の
部
、
男

子
60
歳
以
上
の
部
、
女
子
の
部

●�

参
加
資
格
　
市
内
在
住
の
18
歳

佐
賀
支
店
（
佐
賀
市
）

②
唐
津
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ

（
唐
津
市
）

③
有
限
会
社
佐
賀
情
報
ビ
ジ
ネ
ス

（
佐
賀
市
）

⑤
岸
本
ビ
ル
（
佐
賀
市
）

●

入
校
選
考
日

①
、
②
７
月
18
日
（
火
）

③
７
月
14
日
（
金
）

④
、
⑤
７
月
20
日
（
木
）

●

受
講
料
　
無
料

※
教
材
費
な
ど
は
自
己
負
担

●

募
集
期
限

①
、
②
６
月
26
日
（
月
）

③
６
月
23
日
（
金
）

④
、
⑤
６
月
28
日
（
水
）

●

応
募
先
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

●�

問
合
先
　
佐
賀
県
立
産
業
技
術

学
院
就
職
支
援
課

　（
☎
０
９
５
２
‐
74
‐
４
３
３
０
）

●

募
集
訓
練
科

①�

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｎ
Ｃ
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
科

②
溶
接
技
術
科

③
住
環
境
Ｃ
Ａ
Ｄ
科

●

募
集
人
数
　
３
科
で
14
人

●

訓
練
期
間
　
８
月
２
日
（
水
）
〜

令
和
６
年
２
月
29
日
（
木
）

●�

場
　
所
　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

佐
賀
（
佐
賀
市
）

●

入
所
選
考
日
　
７
月
７
日
（
金
）

※�

筆
記
試
験
と
面
接
を
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
佐
賀
で
実
施

●

受
講
料
　
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担

●

募
集
期
限
　
６
月
29
日
（
木
）

●�

応
募
方
法
　
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
応
募
書
類
を
提
出

●

問
合
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀
訓
練
課

　（
☎
０
９
５
２
‐
26
‐
９
５
１
６
）

◆�

マ
ン
シ
ョ
ン
施
設
管
理
員
養
成

講
習

●
日
　
程
　
７
月
６
日（
木
）・
７
日（
金
）

●�

場
　
所
　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
会

館
り
ふ
れ
（
唐
津
市
）

●

募
集
期
限
　
６
月
26
日
（
月
）

◆
福
祉
車
両
送
迎
運
転
者
講
習

●
日
　
程
　
７
月
19
日（
水
）・
20
日（
木
）

●

場
　
所
　
牛
津
公
民
館（
小
城
市
）

●

募
集
期
限
　
７
月
６
日
（
木
）

◆
共
通
事
項

●

対
象
者

▽�

県
内
在
住
で
、
原
則
60
歳
以
上

の
人

▽�

受
講
後
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
入
会
を
希
望
す
る
人

●

受
講
料
　
無
料

●�

問
合
先

　�

公
益
社
団
法
人
佐
賀
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

（
☎
０
９
５
２
‐
20
‐
２
０
１
１
）

募
　
　
集

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

ゴ
ル
フ
市
予
選
会
出
場
者

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
絵

は
が
き
コ
ン
テ
ス
ト
作
品

委
託
訓
練
受
講
生

（

８

月

開

講

）

職
業
訓
練
受
講
生

（
８
月
入
所
・
佐
賀
）

高
齢
者
活
躍
人
材
確
保

育
成
事
業
参
加
者

↑�ホームページ
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暮らしのチャンネル

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

お

知

ら

せ

試

験

５・12・19・26 日
22 日（館内整理休館）

６月の休館日

６月の巡回日

新刊案内
　
ね
こ
の
お
ふ
ろ
や
は
、真
夜
中
に
ひ
っ

そ
り
と
開
き
ま
す
。
今
夜
も
た
く
さ
ん

の
ね
こ
が
お
ふ
ろ
や
に
来
て
い
る
よ
う

で
す
。
荷
物
を
か
ご
に
し
ま
っ
て
準
備

が
で
き
た
ら
お
ふ
ろ
ば
へ
。ニ
ャ
ン
プ
ー

で
ブ
ク
ブ
ク
ゴ
シ
ゴ
シ
体
を
洗
っ
て

し
っ
か
り
汚
れ
を
落
と
し
た
あ
と
、
お

ふ
ろ
に
入
り
ま
す
。
お
ふ
ろ
や
名
物
の

大
き
な
大
き
な
お
ふ
ろ
は
、
お
湯
が
ぬ

る
く
て
ね
こ
好
み
。
ほ
か
に
も
『
ま
っ

し
ろ
ゆ
』
や
『
ま
っ
く
ろ
ゆ
』
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
種
類
の
お
ふ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
２
０
０
９
年
に
く
も
膜
下
出
血
で
倒

れ
た
著
者
は
、
脳
梗
塞
も
併
発
し
左
脳

の
４
分
の
１
が
壊
れ
て
し
ま
う
と
い
う

大
病
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
本
書
は
、

当
時
人
気
の
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
だ
っ
た
著

者
の
、
17
年
ぶ
り
の
著
作
。
愛
と
笑
い

に
あ
ふ
れ
た
家
族
と
の
日
常
会
話
、
壮

絶
な
リ
ハ
ビ
リ
の
様
子
、
脳
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
写
真
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

術
後
は
『
お
母
さ
ん
』
と
『
わ
か
ら
な

い
』
と
し
か
言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
リ
ハ
ビ
リ
に
と
始
め
た
パ
ソ
コ
ン

の
キ
ー
ボ
ー
ド
を
一
文
字
一
文
字
打
ち
、

時
間
を
か
け
て
つ
づ
っ
た
闘
病
記
で
す
。

● 問合先　市民図書館（　 ☎ 23-4646）

くさか みなこ／文　
北村 裕花／絵　

アリス館
清水 ちなみ／著

文藝春秋    

日 巡 回 場 所 時　間

１日
・

29 日
（木）

立花コミュニティセンター 10:15~
山代コミュニティセンター 11:00~
東山代コミュニティセンター 11:15~
大川コミュニティセンター 13:30~
伊万里コミュニティセンター 14:00~
松浦コミュニティセンター 14:30~

２日
・

23 日
（金）

田 代 公 民 館 11:30~
グループホームげんき 13:40~
南 波 多 水 留 バ ス 停 前 14:00~
デ イ な が や ま 14:30~

６日・
27日
（火）

伊万里鍋島焼会館 10:30~
国 見 公 民 館 11:30~
JA 滝 野 出 張 所 14:00~
国 見 団 地 集 会 所 14:30~

７日
・

28 日
（水）

大川内鼓バス停横 11:00~
西 田 病 院 14:00~
向 陽 園 14:00~

９日
・

30 日
（金）

ケアハウスいまり 11:30~
伊万里ふるさと村 12:00~
原 屋 敷 公 民 館 14:00~

日 巡 回 場 所 時　間

13 日
（火）

楽 寿 園 14:00~
ユ ー ト ピ ア 14:00~

14 日
（水）

る り こ う 苑 10:30~
西 光 苑 14:00~
ケ ア セ ン タ ー く ち い し 15:00~

15 日
（木）

波多津コミュニティセンター 11:00~
黒川コミュニティセンター 11:00~
二里コミュニティセンター 14:00~
南波多コミュニティセンター 14:00~

16 日
（金）

市 民 セ ン タ ー 11:30~
Ｊ Ａ 東 部 支 所 14:00~
こどもハートフル
センターひまわり園 14:00~

デイあさひ／かりん 14:40~
20 日
（火）

立 川 公 民 館 11:30~
山 口 病 院 14:15~

※このほか、保育園や小学校、
企業を巡回しています。

　各巡回場所での滞在時間は、
15 〜 30 分です。

『ねこのおふろや』 『失くした「言葉」
を取り戻すまで』

講座『調べる学習コンクール
　　  への第一歩』参加者募集
　９月に『第８回市民図書館・学校図
書館を使った調べる学習コンクール』
の作品を募集しますが、その作品づ
くりに向けた講座を開きます。講座
からヒントを見つけてみましょう。
●日　時　６月 25 日（日）午前 10
　時〜正午（小学１〜３年生の部）、午
　後２時〜４時（小学４〜６年生の部）
●場　所　市民図書館洋会議室
●募集人員　市内小学生６人（小学
　１〜３年生の部、小学４〜６年生
　の部各３人ずつ）
●場　所　市民図書館洋会議室
●申込先　市民図書館こどもデスク

広告
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暮らしのチャンネル

◆ 子どもの健診　　　健診は、母子保健法に基づいて実施しています。発育確認のために必ず受けましょう。

事業名 実施日 対　象 内　容 場　所 備　考

３か月児健診 生後３〜４か
月になるとき 令和５年３月生

身体測定、診察など
佐賀県・福岡県・
長崎県内の医療
機関

・��乳児一般健康診査受診票と
母子健康手帳を持参してく
ださい。

・�乳児一般健康診査受診票は、
市の保健師が各家庭に『赤
ちゃん訪問』をするときに
渡します。

10 か月児健診 生 後 10 〜 11
か月になるとき 令和４年８月生

１歳６か月児健診 ６月１日（木） 令和３年 11 月生

身体測定、歯科・内
科診察、相談、フッ
化物塗布（希望者の
み 300 円）

市民センター

・�対象者には通知します。時
間を分けて案内しますの
で、指定された時間に来て
ください。

・�問診票と母子健康手帳を持
参してください。３歳８か月児健診 ６月８日（木） 令和元年 10 月生

�身体測定、目の屈折
検査、歯科・内科・
耳鼻科診察、相談

● 問合先　健康づくり課（　☎ 22-3916）

◆ 相談・教室など　　場所は、いずれも市民センターです。予約制で行いますので、前日までに電話で予約してください。

事業名 実施日 対　象 内　容 時　間

市民健康相談 ６月 13 日（火） 特定健診結果が気に
なる人など

管理栄養士・保健師による相談、体成分
分析器での筋肉・脂肪量の測定 午前９時〜午後３時

ストレスケア相談 ６月 13 日（火） 原則 40 歳未満の人 臨床心理士による相談 午前９時〜午後３時

妊産婦乳幼児相談 ６月 19 日（月） 妊産婦・乳幼児 身体測定、育児・栄養・歯科相談、おっ
ぱい相談、離乳食相談など 午前９時 30 分〜 11 時

妊婦歯科健診 ６月 19 日（月） 妊　婦 歯科医師による歯科健診と相談 午前10時〜11時30分

妊婦わくわくクラブ ６月 30 日（金） 妊婦とその家族
パパママレッスン体験編（妊婦疑似体験

や沐
もく

浴体験など）

午後６時 30 分〜８時

30 分

市
民
図
書
館

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

試

験

募

集

お

知

ら

せ

６月４日から 10 日までは、歯と口の健康週間です

　歯と口の健康週間は、国や日本歯科医師会などが『手に入れよう　長生きチケット　歯みがきで』の標語のもと

みなさんの健康の保持増進に寄与することを目的に、歯と口の健康に関する正しい知識を普及啓発する活動などを

行うものです。

　今年度の重点目標は『生きる力を支える歯科口腔保健の推進〜生涯を通じた 8020 運動の新たな展開〜』で、歯

と口は健康に生きていく力を支えるものであり、歯科疾患の予防や歯と口の健康を保持する取り組みを進めていく

ことにしています。

　この機会に自分や大切な人たちの歯と口の健康について考えてみませんか。

　喫煙は健康に与える影響は大きいうえ、受動喫煙の危険性やニコチンの依存性を踏まえると、喫煙習慣は個人の

嗜
し

好
こう

にとどまらない健康問題です。また、生活習慣病を予防するうえでたばこ対策は重要な課題です。

　今年度は『たばこの健康影響を知ろう！〜望まない受動喫煙のない社会を目指して〜』を禁煙週間のテーマとし、

禁煙や受動喫煙防止の普及啓発を積極的に行っていきます。禁煙相談も随時行っていますので自分や家族の健康を

考えるために相談してみませんか。

５月 31 日は世界禁煙デー、５月 31 日から６月６日までは禁煙週間です
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6 月の市民相談
６月の行事

市 民 図 書 館 ☎ 23-4646

● いまり菜の花の会図画展〔展示コーナー〕
　１日（木）〜７日（水）

※休館日は除きます。

● 竜田先生のわくわく読書会〔洋会議室〕
　４日（日）午前 10 時〜正午

● 一般上映会〔ホール〕
　14 日（水）、25 日（日）午後２時 30 分
　『トキワ荘の青春』（110 分）

● いきいき音読教室〔洋会議室〕
　20 日（火）午前 10 時 30 分

● ブックスタート〔ホール〕
　22 日（木）午後２時〜３時
※休館日ですが、対象者は入館できます。

市民センター ☎ 22-3911

● �令和５年度 伊万里市防災講演会
　４日（日）午後２時開演

（☎ 23-8684）

● T.S.S. 創立 20 周年記念あじさいコン
　サート
　11 日（日）午後２時開演

（☎ 22-7360）
● �伊万里仏教会お釈迦様御誕生『花まつり』
　17 日（土）午前 9 時 30 分開演

（☎ 22-2554）

● 第 35 回伊万里合唱団定期演奏会
　25 日（日）午後２時開演

（☎ 090-1346-9789　濱口 )

保
健
だ
よ
り

市
民
相
談
ほ
か

市
民
図
書
館

募

集

お

知

ら

せ

試

験

行政相談委員にどんな相談ができる？行政相談委員にどんな相談ができる？

　行政相談委員は、皆さんから国や県、市の仕事につ

いての苦情や意見、要望などを聞き、その解決などに

向けて行政の制度などの改善を図るための活動をして

います。

　市には多久島美
よし

隆
たか

さんと池田豊子さんの、総務省か

ら委嘱されている２人の行政相談委員がいます。

　毎月第３金曜日の午前９時から正午までが定例の行

政相談日です。相談は無料で秘密は固く守られますの

で、どこに相談していいか分からなかったり役所に申

請したけれど手続きが進まなかったりする場合など気

軽に相談してみませんか。
● 問合先　まちづくり課市民相談室（☎ 23-2133）

相談窓口名 開設日
時　間

（濃い青は正午〜
午後１時を除く）

場　所 問合先

法律相談
※要予約

第２・４水曜日
（14・28 日）

午前 10 時〜
午後３時

市民相談室
まちづくり課
市民相談室
23-2133

司法書士相談
※要予約

第３水曜日
（21 日）

午前 10 時〜
正午

公証人相談
※要予約

第３木曜日
（15 日）

午前 10 時〜
午後３時

人権相談

人権擁護委員の
日（１日）、第１・
３火曜日

（6・20 日）

午前 10 時〜
正午

不動産相談
※要予約

第２木曜日
（8 日）

午前 10 時〜
午後３時

行政相談
第３金曜日

（16 日）
午前９時〜

正午

消費生活相談 月〜金曜日
午前９時〜

午後４時
市民相談室

消費生活セ
ンター
23-2136

家計相談
（ファイナンシャル

プランナー相談）
※要予約

月〜金曜日
午前９時〜

午後４時
オンライン
相談

収納管理課
滞納整理係
23-2152

年金相談
※要予約

金曜日、第１月
曜日（5 日）

午前９時30分〜
午後３時 30分

面接室

唐津年金事
務所
0955-72-
5161

身障者相談
第４木曜日

（22 日）
午前 10 時〜

午後３時
面接室 福祉課障が

い福祉係
23-2156心の健康相談 月・火・木・金曜日

午前 10 時〜
午後３時

福祉課障が
い福祉係

女性相談
※面談は要予約

月〜金曜日
午前９時〜

午後４時

相談電話番号
▷ 22-6763（月・水・金）
▷ 090-2858-3520

（火・木）

● 問合先　環境政策課リサイクル推進係
（ 　☎ 23-2145）

のワンポイント 発泡スチロール製トレイは分別を

　だいだい色のごみ袋で回収している発泡ス

チロール製トレイは、リサイクルされて新た

な製品に生まれ変わります。一人一人の心が

けが、ごみの減量や再資源につながります。

▷回収できるもの　�つまようじが簡単に刺さる食品用
　の発泡スチロール製トレイで、白色だけでなく色や
　柄が付いているものも回収しています。
▷トレイを出すときのポイント　�
　汚れたものはリサイクルできませんので、必ず洗っ
　てから出すようにしてください。
▷これらはもえるごみ
　�発泡スチロール製トレイのうちカップ麺や納豆など
　の容器、発泡スチロール製のクッション材や容器

リ サ イ ルク
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納期限は６月 30 日（金）です
▶口座振替日　６月 26 日（月）

◆平日の夜間にも受け取ることができます
　火曜日のみで、午後７時 35 分まで

◆日曜日にも受け取ることができます
　�11 日（日）、25 日（日）

　時間は、午前 8 時 30 分〜午後０時 50 分

◆マイナンバーカードの受け取りは事前予約制です
　マイナンバーカードができたら市民課から通知を送ります。

　事前に、受け取り日時を予約してください。予約は電話かスマート

フォンでもできます。通知に２次元コードを掲載していますので、そ

れを読み込んで手続きをしてください。

● 受け取り・予約・問合先　市民課窓口係（　 ☎ 23-2143）

◆マイナポイントは令和５年２月までにマイナンバーカードを申請
　した人が対象です
　マイナポイントは９月末までに申し込み手続きが必要です。

● 問合先　企画政策課企画２係（☎ 23-2124）

　納期限までに納付してください。

　・市・県民税【第１期、全期前納】
   ・国民健康保険税【第１期、全期前納】

● 問合先　収納管理課（　 ☎ 23-2152）

マイナンバーカードの受け取りはお早めに！
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2023（令和５年）

令和５年５月１日現在

● 人口　52,368 人　 （−   60）
　　男　25,491 人　 （−  19）
　　女　26,877 人　 （−  41）
● 世帯　23,661 世帯（＋  48）

（　）は前月比

人の動き

表

紙

ゴールデンウィーク期間中に大川内山
で開催された『伊万里窯元市』で、女の
子が初めてのロクロ体験。器の形を崩さ
ないように慎重に手を添えています。

2
特 集 １
　自らの命は自らが守る

〜災害に備える〜

8
特 集 ２
　６月は環境月間です

12 みんなの広場

13 教育と文化

14 ほがらかページ

16 スポーツ

18 インフォメーション
18 令和６年４月採用市職員募集
19 春の叙勲受章
　  伊万里地区交通安全協会等が寄付
　  ひとり親就労支援給付事業の拡充
20 子宮頸がん予防ワクチンの接種
21 新型コロナウイルスワクチン接種
　  伊万里駅にフリースペースを整備
22 市・県民税等の納税通知書を発送
23 川原建設株式会社が寄付
　  松尾勝馬さんが寄付
　  地域おこし協力隊活動レポート⑥
　  ご寄付ありがとうございました
24 熱中症や水の事故から命を守ろう
　  オオキンケイギクは特定外来生物
25 福祉緊急通報システム貸与
　  市老連の愛称が決定
　  ３市町広域連携企画！

26 暮らしのチャンネル
26 お知らせ・募集
31 こんにちは図書館です
32 保健だより
33 市民相談ほか
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